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           特 許 翻 訳 ワー ク シ ョップへ 向 け て

山形大学大学院 、AAMT/Japio特 許翻訳研究会副 委員長

                   横lli品 ・

AAMTの 中に、 AAMT/Japio特 許翻 訳研 究会

(委員長:辻 井潤一東大大学院教授)が できて

3年 以 ヒた ちます。総会等 で何度か紹介 申 し上

げた通 り、この研 究会では、特許翻訳 に焦点 を

絞 って、1年 間に8回 の会議を開き、特許翻訳

に関す る さま ざまな問題 点につ いて討論 し、委

員各 々の研 究成果 も含 めて、Japioの 方か ら毎

年報 告書を出 しています。また、総会 で も、各

年度 の成果 について、簡 単な報 告を行 ってお

り、今年 も副委員長の 中川裕志東大教授 が報告

な さる予定です。

 ご承知の よ うに、特 許の請求範 囲や 詳細 は、

長 い一文で書 く習慣 があ り、複雑 な構造 を持 っ

ています。また、新規性 、進歩性 が要求 され る

だけに、新 しい概念や用語 が次々に出てきて、

即応 的に対 処す る必要性 があ ります。世界的 に

は、特 許を国際的 な知的財産 にす る方向へ進ん

でお り、ある国で特許 を出せば、世界 中で特 許

と して認め よ うとい う最 終 目標 に向か って、各

国の取 り組 みや協議が行われてい る状 況です。

 この よ うな状況 においては、機械翻 訳の必要

性はい うまで もな く、その質 の向上が緊急 の課

題 とな っています。上記研 究会 もこの趣 旨の も

とで、機械翻訳辞書 の研究 、特許翻訳 における

統計的機 械翻訳の効果の調査、翻 訳用対訳辞書

の問題の調査 な どを行 ってきま した。今年度

も、 引き続 き、統計的機 械翻訳 の効果 の調査 、

特許翻訳向 け対訳辞書の構築 法や曖昧性解消

方法 の検討 を行 うとともに、特許 文の翻 訳にお

ける言語学的考察 な ども行 っていきたい と考

えてお ります。

2005年9月 に タ イ の プ ー ケ ッ ト島 で 開 か れ た

MT Summit Xで は 、本 研 究 会 が 中 心 と な っ て 、

付 随 す る ワー ク シ ョ ッ プ と し てWorkshop on

Patent Translationを 開 催 し 、招 待 講 演 や ・般 発

表 な ど 、30人 ほ ど の 参 加 者 で した が 、 親 密 な

情 報 交 換 と 討 論 を 行 う こ と が で き ま し た 、これ

に つ い て も ジ ャー ナ ル で ご 報 告 した 通 りで す 。

 これ ら の 実 績 と成 果 を 踏 ま え て 、 本 年9月

に コペ ン ハ ー ゲ ン で 開 か れ るMT Summit XI

に お い て も 、 本 研 究 会 が 中 心 に な っ て 、

Workshop on Patent Translationを 開 催 す る こ と

を 計 画 し、 本 会 議 に 提 案 し た と こ ろ 、 他 の2

つ の ワー ク シ ョ ッ プ と と も に 認 め られ ま し

た 。 辻 井 先 生 と私 が 共 同 議 長 に な り 、 本 会 議

後 の9月ll日 に 一 日か け て 開 催 さ れ るf'定 に

な っ て お り ま す 。 こ の 会 議 の 内 容 や 目的 、call

R)rpapersに つ い て は 、 AAMTのHPの ドに あ

るhttp:〃www.aamt.info/patent/に ま と め て あ り

ま す の で ご 参 照 下 さ い 。6月15日 に 投 稿 の 〆

切 、6月 末 ま で に 可 否 の 通 知 、7月20日 ま で

に 最 終 原 稿 の 受 付 と い う ス ケ ジ ュ ー ル で 進 行

予 定 で す 。 論 文 は 、 本 会 議 論 文 と と も に

CD-ROMに 収 録 され る 升定 で す 。

 前 回 同 様 、 招 待 講 演 や ユ ー ザ か ら の 報 告 な

ど も 計 画 して お り ま す の で 、 ふ る っ て 論 文投

稿 や 参 加 、 討 論 を い た だ け れ ば と 思 い ます 、,

コ ペ ン ハ ー ゲ ン の ワ ー ク シ ョ ッ プ へ 向 け て の

皆 様 の ご 協 力 、 ご 支 援 を 心 か ら お 願 い す る 次

第 で す 。
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非線形言語モデル と重文複文の意味類型パターン化

鳥取大学工学部知能情報工学科 池原 悟

1.研 究 の背 景 とあ らま し

 機 械翻 訳で は 、最 近 、統 計 翻訳 方式 が注 目され て い るが、

日h 語 の よ うに異 な る言語 族 間 で品 質 の 良い翻 訳 を 実

現す るのは難 しい。実用 システ ムの 多 くは、依 然 と して 要

素 合成法 を基 本 とす る トラン スフ ァー 方式 が 中心 で、統 合

構造 と意 味 を分離 して翻 訳 す るため 、原 文の意 味が 失われ

る点 に問題 があ る。

 これ に対 して 、パ ター ン翻訳 と用例 翻 訳は 、統語 構造 と

意 味 を一体的 に扱 う方 式 であ り、高 品質 の翻訳 が期 待 で き

る、,この うち、パ ター ン翻 訳で は 、あ らか じめ、パ ター ン

間 の 意味 的 な排他 性 を 考 えた 大規 模 なパ ター ン辞 書 を開

発 す る必 要の あるが 、用例 翻訳 は 、構造 的に 一一致 す る対 訳

川 例 の 中の 意味 的 に類似 す る単語 や 表現 を 置 き換 えて 訳

文を得 る 方法で あ り、あ らか じめパ ター ン辞 書を 準備す る

必 要はな い。 しか し、用例 中 の要素 置換 の 可否は用 例毎 に

異な るた め、そ の判 定 を 自動化 す る こ とが難 しい。この問

題 を解 決す る には、各用例 に対 してあ らか じめ置換 可能 な

要素 を指定 して お けば よいが 、そ の方法 は 、結局 の と ころ

パ ター ン翻 訳 に帰着す る。

 また、最 近 、認知 言語学 のCognitive Grammar(ラ ネ

カー 等)やConstruction Grammarの 方 法(フ ィルモ ア

等)が 注 目され るが 、構造 的 な意味 の 単位 を決定す る基 準

が曖 昧で 、L学 的適 用が 困難 で ある。

 とこ ろで、 表現構 造 と意味 を ・体 化 した 方法 と しては 、

す で に、日英機械 翻 訳 システ ムALT-JIEに お いて 、単文構

造 を対象 と した表現 意味 辞書 「日本語 語彙体 系」が開発 さ

れ て い る,,これ に よ り、日英機械 翻 訳 にお け る単文 の意味

的 な 訳 し分け の問題 は ほぼ解 決で きた と見 られ るが 、この

辞 菩は、動 詞 と名詞 を中心 と した表現(客 体的 表現)の 意

味 を結 合価 パ ター ンの形 式に まとめた もの で、助 詞や助 動

詞の 表現 住 体 的表現)の 持 つ非線 形 な意味 が失 われ る こ

とが 問題 であ った。また、従 来の機 械 翻訳 では 、重 文や 複

文の よ うな 長 い表現 の 翻 訳が 特 に不 得 丁で あ るの に対 し

て、これ らの 文に対す る表 現意 味 辞 書は存在 せず 、依然 と

して 要素 合成法 に頼 らざる を得 な い点が 問題 で あっ た。

 そ こで、筆者 等 は、これ らの問題 を解 決す るため 、言語

表現 の構 造 と意味 の関係 に着 目した 「非線 形 言語 モデ ル」

を提 案 し、 重文 と複 文に対す る 「意 味類 型パ ター ン辞 書」

を 開発 した。 この研 究は 、科 学技術 研 究機 構(JST)が 推

進す る創 造的 基礎研 究 推進 事業(CREST)の 一 つで 、5

年計 画 で実施 した もので あ る。

 この研 究 では 、 日英 対訳 文(100万 件)か ら、重 文複 文

の 対訳 文(15万 件)を 抽 出 し、それ に含 まれ る線 形 な表

現 要素 を単 語 レベ ル 、句 レベル 、節 レベ ル の3段 階 で汎化

す るこ とに よ り、合 計22。7万件 の 対訳パ ター ン辞 書 を実現

した。得 られ たパ ター ン は、一つ 一つ が 、日本語 表現 の意

味 を掬 い取 る網 の よ うな もの で ある。そ こで、重文複 文の

表 す意 味の 体 系を構築 し、各パ ター ンに該 当す る意味 コー

ドを付 与す る こ とによ って、パ ター ン とそれ に よ って掬 い

取 られ る意 味 の関係 が明 らか にな る よ うに した。

 以 ド、本稿 で は、この研 究の概 要 につ いて紹 介す る。ま

だ さ まざま な問題 を残 して い るが 、既 に80%近 い被 覆率

が達成 され てお り、実用 的価 値が 期待 され る。

2.言 語表現の持つ意味とは何か?

 本研究では、構成部分の意味からだけでは全体の意味が

説明できないような表現を 「非線形表現」という。非線形

表現は、それを構成要素に分解する過程で元の表現の意味

が失われる。既に述べたように、従来の言語処理における

最大の問題は、実際の言語では、非線形表現が多いことで

ある。

 このような非線形表現は言語に限らずさまざまな表現

に存在する。心理学では、このような現象はゲシュタル ト

と呼ばれ、古くからセ要な研究対象とされてきたが、言語

処理では、非線形表現はやっかいなものとして避け、依然

として要素合成法を前提とした研究開発が行われている。

 ところで、分解する過程で意味が失われると言うことは、

「表現の構造が意味を持つ」と言うことであるから、非線

形表現の処理に挑戦するには、「表現構造の持つ意味とは

何か」について明らかにする必要がある。そこで、まず、
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この問題についての本研究の考え方を説明する。

(1)言 語 の本 質 は何 か?

 まず 、 「言語 の本 質 は何 か?」 につ いて 考え る。 この問

題 は あま りに も初歩 的 で、今 更 と思 われ るか もしれ な いが 、

現実 には 、言語 と記 丁,の区別 さえ明確 に意 識 され ない研 究

が見 られ る。

 さて、言 語 は表現 の一 種 であ るが、絵 画やir_11楽も表現 の

一一種 であ る
。そ こで 、表現 を図1に 示す よ うに、 「感 性 的

な表現 」 と 「超感 性 的 な表現 」に分類す る。 前者 は 五感 に

訴 える表現 で あ り、後者 は理性 に訴 え る表 現 であ る。視 覚

に訴 える絵 画や 聴 覚 に訴 える 音楽 は いずれ も前者 の表 現

であ るの に対 して 、記 号(地 図や 道路標 識 等)や 言語(自

然言語)は 、後 者 の表現 で あ る。

現 感姓的表現

五感に訴える

團 牒 訴える

感性的表現

音楽 聴覚に訴える

  理 性に訴える

図1.表 現 の分類

記号 局所的約束

社会的約束

 ここで、問題 となるのは、記号と言語との違いである。

いずれも、表現と意味の関係についての約束を背景とする

表現であるが、記号の場合、約束の適用範囲は局所的であ

り、原則として使用するに先立って定義を必要とする。こ

れに対して言語の約束は、当該言語集団の中において自然

発生的に成立した慣習であり、原則として定義することな

しに使用できる。すなわち、記号と言語の本質的な違いは、

社会的に共有された約束に支えられた表現であるか否か

にあると考えられる。

 ところで、言語が社会規範としての言語規範に支えられ

た理性的表現である以 ヒ、言語処理研究の第1の 課題は、

言語規範の特徴と性質を解明 し体系化することだと言え

る。そこで、言語規範を 「意味的な約束」 (表現と意味の

関係に関する約束)と 「文法的約束」 (語の並びに関する

約束)に 分けると、後者は前者の約束に共通 した構造}の

特長を取り出したものであり、二次的な約束と占える。

 従来の言語処理は、二次的な約束を一次的な約束とみな

し、本来の一次的な約束の体系化を棚上げしてきた嫌いが

ある。
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(2)言 語表 現 の意 味 とは何 か?

  一一次 的な約 束 を体 系化す るには 、IJ語 表現 と意味 の 関

係 を明確 に してお く必要 が あ るが 、言語 表現 の意 味 につ い

て は 、言語哲 学 的 に も混乱 した状 況 に あ り、定 説 が存 在

しな い。

 この よ うな現状 の 中で 、三 浦つ とむ は 、iIlll」r'程説にお い

て 「関係 意 味論 」を提 唱 して い る。 この意味 論 は、 「、室語

表 現 とそれ に対応 づ け られ た 話者 認識 の関係 」を表現 の意

味 とす る もので あ る。 「対 象」、 「話者 の認識 」、 「表 現」、

「聞 き 手の解 釈」 な ど言語 実 体の いずれ も意 味 とはせず 、

そ れ らの 関係 を意 味 と して い る点 でユ ニー クな説 と誌 え

るが、 「実際 に使 用 され た表現 に 対 してのみ 定義 され る こ

と」、 「意味 は、それ ぞれ の表 現 に固有 で 、客 観的 であ り、

解釈 に よって変化 す る もので ない こと」が 、計算機 処理 に

とって 好都合 で あ る。 そ こで 、以 ドでは、 「関係 意味 論」

に基づ き意 味的約 束 の性 質 を明 らか にす る。

(3)概 念 とは どの よ うな ものか?

 関係 意味 論 に基づ き、言語 表現 の意 味は 、、亨語 表現 とそ

れ に対応 づ け られ た 話者 の認 識 との 関係 であ る とす る。表

現 に対応 づ け られ る認識 は概 念だ と考え られ るが、そ の よ

うに断 定 して 良いか につ いて は 、解 決 してお くべ き問題 が

あ る。 そ こで 、概 念 と表 現の 関係 に つい て検 討す る。

 さて 、概念 は 一般 に、 「対 象の 持つ 特殊性 を,u:.遍性 の側

面か ら採 り ヒげた認 識 の 単位 」であ る。 言い換 え る と 「対

象 の持 つ個 別的 特徴 を捨 象 し、必 要不"f欠 の 要素 を統 一体

と して捉 えた もの」 と言 うこ とがで き る、,

 言語表現 と概念 の関係 を考 える には、 「認識 と しての概

念 」と 「言語 規範 と しての 概念 」の違 い を明確 にす る必 要

が ある。前者は 、話者 の認 識 の 中で形 成 され た概 念 であ り、

後者 は、各 言語 にお い て規範 と して成 ・凪!:して いる概念 で あ

る。言語 表現 では 、話者 認 識の 中で概 念化 に成 功 した内 容

が必ず しもそ の ま ま言語 で表現 で きるわ けで はな い。 'ILL-1011

規範 と して成 立 して い る概 念 を介 して のみ初 め て.室語 で

表現 す る こ とがで きる。 この違 いは 、 ヲ甫つ とむ が 「概念

の 二 雨性」 と呼ん でい るもの であ る、,

 言語意 味処 理の研 究 にお い て、どち らの処理 を 目指す か

に よっ て大 きな違 いが 生 じる、,前者の処 理 では、 「世界知

識 に関す る知識ベ ー ス」が 必 要 とな るのに対 して 、後者 は 、

「表 現 と概念 に 関す る知 識ベ ー ス」が あれ ば実現 可能 と見

られ るD筆 者 は この違 い に着 目して、前者 の処理 を 「意味

理解 」、後者 の処 理 を 「意 味解 析」 と呼 ん で区別 して い る

が 、本研 究 では 、後者 の概 念 を意 味処理 の 対象 とす る、,



(4)言 語表 現 は概 念 を表 すか?

 さて、 「果た して 、言語表現 は概念 化 され た認識 を表す

と言って 良いか 」の 問題 に戻 る ことにす る。言語 表現 にお

いて 単語 が概 念 を 表す 点 につ い ては 異論 の な い と ころで

あ るが、問題 は 、 「複 数 の単語 か らな る表現 も概念 を表す

か 」につ い て、従 来、明確 な議 論が 見 あた らない ことで あ

る.

 時枝誠 記は、言語過 程説 にお い て本居 宣長 の 「玉の緒 の

理 論」を 引き継 ぎ 、日本 語 表現 を 「客 体的 表現 」 と 「主体

的 表現 」に分 類 したが 、前 者を 「概 念 化 された 客体 の表現 」、

後 者 を 「概念 化 され ない 刊本の感 情 や意 思 の表現 」と説 明

して いる。これ は、、}語にお いて概念 化 され ない 認識 の表

現 を認 めた もの であ る。 三浦つ とむ は、これ を修LEし 、ど

ち らの 表現 も概念 化 され た認識 の表 現だ と して いる。

 占語 が理性 的 な 表現 で ある こ とを考 え ると、概念 化 に成

功 しない 認識 が,ヤ語で 表現 で き る とす る考 え には 矛盾 が

ある。筆 者 の考 えに よれ ば、 「客体 的表現 」 と 「4三体的 表

現 」との違 いは 、対象 と 孟三体 との間 に対 峙関係 が 存在す る

か 否か の違 いに よ って説 明で き る。 そ こで 、本研 究 では 、

「客体 的表現 」、 「1三体的 表 現」共 に概念 化 され た認識 の

表現 で あ る と考え、概念 化 され ない 認識 は 言語で は表現 さ

れ ない と考 え る、,

 以Lの 議論 に よ り、複 数 単語 か ら構 成 され る言 語表現 も

概念 を表 す と考え、本研 究 では 、言語 表 現か ら見 た概念 を

以 ドの2種 類 に分 類す る。

■単 一概 念=単 一の単語で表現できるような概念

■複合概念=複 数単語の表現(句 、節、分など)に よって

     表される概念

 この分 類は 、言語表現 の形 式 に着 目した分類 で あ りあ く

まで 相対 的で あ る。 「単 一概 念 」は 、内部構 造 を意 識 しな

い まで に抽 象化 され た概 念 で あ るの に対 して 、 「複 合概

念 」は、内部構 造 を意 識 した概念 、す なわ ち適 切な 単語 で

表現 で きない ため 、その 内部構 造 まで意 識 して 複数 単語 の

表現 に対応 付 け ざるを得 な い概 念 で ある。

 言語で は、新 語の 意味 を 文中で 定義 して使 用 した り、一

度 述べ た 内容(複 合概念)を 代 名詞(そ れ 、これ 、等)で

表現 した りす るが、これ らは 、複合 概念 を単 一化 す る仕 組

み の ・部 で あ る、,

 以Lか ら、認識 、概 念 、表現 の 関係 は図2の よ うにま と

める こ とが で きる、、
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(5)言 語表現の構造も概念を表すか?

 前節では、複数単語からなる表現が表す概念を 「複合概

念」と呼ぶことを述べた。そこで、いよいよ、 「表現構造

も概念を表すと言えるか?」 について考える。

既に述べたように概念は、 「対象の特殊1生を普遍性の側

面から採 りトげた認識」である。対象の持つ普遍性をどの

レベルで捉えるかによって、概念間に階層関係が生じる。

例えば、 「太平洋は日本海より広い。」、 「富士山は大山

より高い。」に共通する概念を 「相対比較」と呼び、 「相

対比較」と 「絶対比較」に共通する概念を 「比較」と呼ぶ

ことができる。

 これに対 して、言語表現の構造は、表現の形式を表すも

のであり、個別的な言語表現を抽象化 したものである。個

別的な概念を表す表現を抽象化すれば、より上位の概念を

表す表現になると考えられる。このことから、それぞれの

レベルの概念にはそれに対する表現の形式が存在し、逆に、

表現の形式には、それによって表される概念が対応すると

考えることができる。

 以上から、個々の言語表現と同様、表現構造も概念を表

すと言って良いことが分かる。但し、以hの 議論は、概念

化に成功 した認識のみが、言語で表現されることを前提と

している。概念には、表現や表現構造が対応するが、逆に、

言語表現や表現構造のどのような部分を切 り出してもそ

れに対応する概念が存在する訳ではないので注意が必要

である。

3.非 線形言語モデルとパターン化

 本章では、このモデルの概要と重要な性質のいくつかに

っいて説明する。

 なお、前章で述べたように、表現の表わす内容は概念で

ある。従来の言語処理では、表現の表わす内容を意味と呼

んでいる場合が多いので、それに倣って、以下では、表現

の表す概念を意味と呼ぶが、それは本来の意味でない点に

注意する。
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3.1 言語表現の線形性 と非線形性

 「人間は対象を概念化する過程である種のフレームワー

クを使用していること」、また、 「そのフレームワークと

しては話者の母国言語の表現の枠組みが用いられること」

が指摘されている(有井1987)。

 ところで、話者が思い浮かべた表現のフレームワークに

は、他の要素に置き換えると全体の意味が損なわれる要素

と他の代替要素に置き換えても全体の意味は損なわれな

いような要素の2種 類が存在する。

 そこで、前者を 「非線形要素」、後者を 「線形要素」と

区別し、 「表現要素」と 「表現」に対する 「線形卜生」、 「非

線形性」を以下のように定義する。

<定 義1>線 形要素と非線形要素

 一つ以上の代替要素が存在し、その要素に置き換えても

「表現構造の意味」が変化しないような要素を「線形要素」、

それ以外の要素を 「非線形要素」と定義する。

<定 義2>線 形表現と非線形表現

 「線形要素」のみから構成される言語表現を 「線形な表

現」、1つ 以hの 非線形要素を有する言語表現を 「非線形

な表現」と定義する。

 但し、定義1の 「表現構造の意味」は、前章の結論から、

「抽象化された複合概念」である。上記の定義を現実の言

語表現に適用するには、これを記述する方法を明確化する

必要 が あ る。

 ところで 、計算機 では 、どの よ うな意 味記述 も単に 記t;

に しかす ぎな いか ら、意味 論的 に矛盾 の ない 記}」体 系 で表

現 で きれ ば よい。本 研究 で は、 日英機械 翻 訳 を 考え、日本

語表 現 の意味 を英 語表 現 で定義 す る。この よ うに、、言語 表

現 の意味 を他 の 自然言 語 で定義 す る場合 、定義 に使 川 した

言言謝則での意 味的 な 多義 が問題 とな る。 しか し、機 械翻 訳

の場 合 は、翻 訳結 果の 意味 を理 解す るのは 目的,「、謝 則の 人

間 であ るの で、 あま り問題 に はな らな い と考え られ る、,

 図3に 日英 対訳 文の例 を示す 。原 文 は、 「何か の 事象の

直後 、誰 かが 何か の行 為 をす る」 と言 う 「事 象 間の 関係 」

(「抽象 化 され た複合概 念 」)を 表す 日本 語の 表現で 、そ

の意 味 は英 語表現 で 定義 され てい る。単一概 念 であ る 「彼

女 」、 「大学」な どには、代替 可能 な 要素 が存在 し、それ

を置 き換 えて も 「抽象 化 され た複 合概念 」(英 語 表現構 造)

は変化 しないか ら、 これ らは線形 要素 で あr,、

3.2 非線形要素の基本的特徴

 前節の定義では、線形要素は以下の5つ の重要な特徴を

持つことが指摘できる。これらの特徴から、パターン化の

ための重要な指針が得られる。

<特 徴1>線 形要素の言語ペア依存性

 言語表現の意味を別の言語表現で定義 しているため、

日本 文

喚 は 大学

を 卒業 す る とす ぐ 地 元の小 さな会社 に勤 めた,,

代替要素の変域 私 、 彼 、 … 中 学 、 高 校 、 … 東 京 の 会社 、 銀 行 、 …

対応する変域 1,he, ・: junior high school, high school, ompany in Tokyo, bank,

英 語 に よ る 意 味 定 義 On graduation from college,she 'oined asmall local company

                     図3.

線形要素の数や範囲は言語ペアに依存する。同族言語の場

合は線形要素の範囲が増大し、異なる言語族間では減少す

ることが予想されるが、これは言語による翻訳の難易性の

違いを反映している。

<特 徴2>線 型要素の相互独立性

線型要素は代替要素に置き換えても全体の意味が変わ

らないことが条件である。この条件は各線型要素毎に成立

しなければならないから、一つの表現構造の中

に複数の線型要素がある場合は、それらの線型要素間の関

係は相互独立でなければならない。

線形要素の例

<特 徴3>代 替要素の有限性

 線形要素は置換可能だと言っても何に践き換えても良

い訳ではない。置き換え可能な範囲は、文法II勺、意味的に

制限されるから、パターンではそれが 「変域」として明示

される必要がある。

<特 徴4>線 形要素と非線形要素の相対性

 線形要素のみからなる表現が線形な表現であるが、要素

の範囲は任意に決められるから、表現全体の線形性、非線

形性は要素の選び方に依存する。従って、汎用的なパター

ンを得るには、線形要素が多くなるようにL夫 すればよい。
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<特 徴5>線 形要素と非戦役表現の同時性

 「線形要素」が線形であるのは、あくまで表現全体から

見たときの話であり、それ自身は非線形な表現であっても

良い。

3.3 非線形言語モデル

 前項で示 した特徴から導かれる言語表現モデルについ

て述べる。定義1に よれば、言語表現は 「非線形要素」と

「線形要素」から構成されるが、特徴4に よれば表現要素

の範囲は任意に選択できるから、意味のまとまる範囲の表

現(例 えば、単語、句、節など)の 中から 「線形要素」を

抽出することとする。このようにして抽出した「線形要素」

は、特徴5に より、それ自身 「非線形表現」でもよいから、

言語表現は、…般に図4の ような言語表現モデルで表すこ

とができる。

 この図から分かるように、非線形表現に含まれる線形要

素を取り出していくと、最終的には線形要素を持たない非

線形表現に帰着する。帰着 した非線形表現は、単一の単語

の場合もあるが、置き換え可能な要素を持たない慣用句の

ような場合もある。

 以上から、非線形言語モデルでは、言語表現は、非線形

要素と非線形要素から構成される。

3.4 なぜ非線形な表現をパターン化す るか

 図2の 言語モデルで大切なのは、分解の各段階で出現す

る 「非線形表現」が意味のまとまる表現の単位だと言うこ

とである。要素分解によって元の意味を失わないようにす

るには、各段階の非線形表現に対する意味辞書を持てばよ

い。例えば、言語表現を文、節、句、単語のレベルに分類

し、その中の非線形な表現を対象とする表現意味辞書を構

築すれば、文全体の意味をすくい取るための仕組みは一通

り揃 うことになる。

 ところで、非線形表現を記述する方法であるが、

(1)非線形要素は通常字面表記が適 していること

(2)線 形要素と非線形要素の出現順序は固定的な

場合が多く任意性が少ないこと

を考えると、パターンが適 している。そこで本研究では、

意味のまとまる表現を対象にパターン化する。

4.文 型パターン辞書の開発

4.1 パターンの記述方法

 本章ではパターン記述方法の概要を説明する。詳

非線形表現

原文表現 { 4匡f ヲ 、 [醗 コ ラ 轟
非線形表現

部分表現

非線形表現

璽 ラ 、 [醗 コ ラ 函
非線形表現

部分表現 ラ 、 [璽]

             非線形表現

    部分表現       圃形  等

細は、 「意味類型パターン記述言語仕様書」をご覧頂き

たい

(1)パ ターン化の原則

 前章では、日本語表現の意味を英語表現を用いて定義す

るこを述べた。この典型的な例は、日英対訳文である。そ

こで、本研究では、日英対訳例文の汎化によってパターン

対を作成することとし、パターン記述言語を開発した。

 ところで、汎化の対象となるのは、線形な表現要素であ

る。前章の定義から、日英対訳例文において、線形要素に

は下記のものがある。

(1)英 語側に対応する要素があるもの

(2)英 語側に対応する要素はないが、削除しても

   英語表現は変化しないもの

ノ

図4非 線形言語モテル

(3)元 の対訳表現にはないが、それを挿入しても、倦関

   係が変化しないもの

(4)語 順など構造的な変更を行っても英語側の構造

  が変化しないもの

 そこで、日英対訳表現を対象に、これらに該当する部分

表現を抽出して汎化することによってパターンを生成す

ることとした。

(2)パ ターン記述の基本的枠組み

 日英対訳パターンを記述するため、

 (1)汎化の不鍍 に応じた記述能力を持っこと、

 (2)パターン問で意味的な排他性が得られること、

 (3)大規模な対訳コーパスから半自動的にパターン

  が生成できること
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を 目標 に パ ター ン記述 言語 を設 計 した。パ ター ンの記 述 に

使 用 され る要素 は、表1に 示す よ うに字 面 、変数 、 関数 、

記号 の4種 類 で ある。

表1.パ ター ン記述 言語

素 は、 記 号を用 いて記 述す る。

#

1

2

3

4

要素

字面

 変数

(17種類)

 関数
(157種類)

 記号

(10種類)

種類用途

日本語文字、英語文字

1単 語変数(9種類)、②句変数(5種 類)、③

即変数(1種類)・意味的な制約条件あり

①語形関数、②時制、相、様相関数、③品詞
変換関数、④文型生成 関数、⑤その他

1表 記の揺らぎ吸収、②任意要素の指定、

3語 順任意指定措、④位置変更可能指定、

5省 略要素補完指定、⑥その他

 表現要素のうち、自立語的な要素(単語、句、節)で は、

線形な要素は変数を使用 して記述 し、非線形な要素は、字

面によって記述する。

 これに対して、付属語的な要素(助 詞、状動詞など)で

は、線形な要素は関数を用いて記述し、非線形な要素は字

面または関数で記述する。

 関数には、非線形な要素を指定するもの(字 面の代わり

使用される)と 線形な要素を指定するものがあり、両者は

区別して使用される。例えば、表現には現在形で し力梗 用

できないもの(非 線形)や 現在形、加工形の双方で使用で

きるものなど(線 形)が ある。このような時制、相、様相

などの表現の線形性 と非線形性は、使用する関数によって

識別される。

 また、表記の揺らぎや語順の任意性など、特殊な線形要

                  表2.

4.2 文型 パ タ ー ンの 作 成 方 法

(1)手 順 の概要

 まず 、日英対 訳例 文100万 件 を収 集 し対 訳 コー パ スを作

成 した。次 に、そ の 中に含 まれ る述 部2つ または3つ 重文、

複 文 を取 り出 し、それ を汎 化す るこ とに よって 文型 パ ター

ン辞 書 を作成 した。対 象対 訳例 文 の 平均 単語 数 は、日本 文

が12.9語/文(最 大63個)、 英 文が、10.3語(最 大59語)

で あ る。

なお 、本研 究 では 、汎用性 の高 い 文型パ ター ンを網 羅的

に収集 す る こ とを 目指 してい る。重 文 と複 文を 対象 と した

の は、す で に、単 文 では 、 「日本 語語彙 大 系」が 実現 され

て いるた めで あ る。また、述 部 数 を2と3に 限定 したの は 、

述部数4以r.の 重文、複 文は 、述部 数 を3以 下 の文 に分解

して 訳せ る場合 が 多い と考 えたた めで あ る。

 以 上の 過程 で、線 形 要素 で あ るこ とが 自動 的 に判定 で き

るもの につ いては 、機械 的 な 置 き換 えを行 い、自動的 判定

の 困難 な ものは 、言語 アナ リス トの判 断 にゆだね た。

(2)汎 化 の レベ ル

 表 現 要素の線 形性 と非線 形性 を判断 す るには 、あ らか じ

め 表現 要素 の選び 方 を決 め る必 要が あ る。そ こで、、亨語 表

現 の文 法的 な構成 単位 に 着 目 して以 ドの3レ ベ ルの 汎化

を行 った。

〈単語 レベ ル 〉:線 形 な 自立語(名 詞 、動詞 、形 容 詞、副

詞 な ど)を 変 数化 した レベ ル 。

〈句 レベル の汎 化 〉:線 形 な句(名 詞 句 、形 容 詞句 、動

詞 句、 副詞句 な ど)を 変数 化 した レベ ル。

作成された文型パターンの例

レベ ノレ

単語

レベル

 

 

ル

句

ベ

 

 

レ

節

ルベレ

言語

日本語

英語

日本語

英語

日本語

英語

文 型 パ ター ン

〈N1(G4)は 〉/V2(R3003)て/N3(G932)を/

N4(G447)に/V5(R1809).tekita。

1was so F¥J(V2)as to V5#[N1 _poss]N3 at
N4.

NP(G1022)1は/V2(R1513).ta/N3(G2449)に/

4(R9100).teiruの だ か ら/N5(N l453).dantei

NPI isA,](N5)inthatitV40n AJ(V2)N3.

CLl(G2492).tearuの で 、 N2(G2005)に 当 た っ て

は/VP3(R3901).gimu。

so+that(CL1, VP3.must.passive with subj(CL1)
poss N2)

例 文

うっかりして定期券を家に忘れてきた。

Iwas so careless as to leave my season ticket
at home.

その結論は誤った前提に基づいているのだから誤り
である。

The conclusion is wrong in that it is based on

fates premise.

それは極めて有毒であるので、使用に当たっては ト
ニ分に注意しなくてはならない。

It is fignificantly toxic so that great caution mus
be taken with its use.

〈節レベルの汎化 〉:線 形な節(連 体節と連用節)を 変

数化 したレベル。
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4.3 作成 した文型 パ ター ン

(1)生 成 され た文型 パ ター ン数

 文型 パ ター ンの記述 例 を表2に 示す。また、得 られ た文

型 パ ター ンの種 類 と異 な りパ ター ン数 を表3

表3.文 型 パ ター ンの種 類 と異 な りパ ター ン数

重 文

複 文

重複 文

合計

単語 レベル

61,171

48,123

12,610

121,904

句 レベル

39,243

32,049

8,146

79,438

節 レベル

18,173

5,778

1,524

25,475

合 計

118,587

85,950

2,280

226,817

に示す 。単語 レベル で は、元 の標本 文 とほぼ 同 じだ けの パ

ター ンが 作成 され たが 、句 レベル 、節 レベ ル にな るにつれ

汎化 が困 難 とな り、得 られ たパ ター ンは急 速 に減少 した。

これ は 大半の 対訳例 文 の節 は非線 形 要素 であ り、汎 化困 難

で あ るこ とを示 してい る。

(2)汎 化 され た要 素 の割 合

 各 レベ ル の 汎化 に おい て変 数 化 され た 要素 数 を表4に

示す。 汎化 され た線 形要 素 の割 合 は 、単語 レベ ル では 、7

3.9%、 句で は24.0%で あった の に対 して 、節 では きわ め

て少 な く14.83%で あ った。

 非線 形 要素 は、それ を取 り出 して翻 訳 し、元の 文に組 み

込ん で も意味 的 に適 切 な翻訳 結果 は得 られ な い。上 記の 結

果か ら、従 来の よ うな要素 合成 法 では 、多 くの場合 、対 訳

例 文 に示 され る よ うな質 の 良 い翻 訳 はで きない こ とが わ

か る。

表4.線 形要素の割合

 文型パターンの被覆率は以下の2つのパラメータによ

って評価した。

・統語的被覆率(R):入 力した文のうち、1文 型パ

ターン以上に適合した入力文の割合

・意味的被覆率(C):入 力文に対して、意味的に正

  しいパターンが1つ以上存在する割合

(2)統 語的 被覆 率 の飽 和 特 性

 文型パ ター ンの数 と適合 率 の関係 を図5に 示す。曲線 は、

下 か ら順 に 、単語 レベル 、句 レベ ル、節 レベ ルの パ ター ン

の飽 和特 性 を示す 。

ioo

 80

遙
合

摩60

^ 40

 20

0

0         Y5.000       50.000       75,000       100,000

      文 型 パ タ ー ン 辞 ● の 規 模(件)

125,000     150.000

図5.文 型パターン適合率の飽和特性

 この図から、適合率の飽和傾向が顕著である。横軸の文

型パターンを使用頻度順に並べ替えると、飽和の速度は5

倍程度速くなる。過去の研究によれば、単文をほぼ網羅す

るために必要な結合価パターン数は、約25万 件であると

推定されている。重文、複文の場合も、ほぼ網羅するため

に必要なパターン数も同 じオーダに収まることが期待さ

れる。

要素種別

単語(自立語)

句

節

全要素数

734,528

463,636

267,601

変数の数

542,833

111,359

39,714

線形な割合

73.9

24.0

14.8

4.4 文型パターン辞書の評価

(1)実 験の条件と評価の方法

 入力文とのパターン照合実験によって、パターン辞書の

被覆率特性を評価した。実験の条件は以下の通りである。

 ①変数の意味的な制約条件は無視する

 ②実験はクロスヴァリデーションの方法とする。

 このうち②は、パターン作成に使用した例文を入力文に

使用するが、当該入力文から作成された文型パターンへは

必ず適合するため無視 し、それ以外のパターンへの適合の

みを評価する方法である。

(3)適 合率 と正解率

 次に、文型パターン辞書全体の適合率と正解率を表5に

示す。この表から、文型パターン辞書全体では、構文上、

入力文のほぼ全体をカバーすることが分かる。しか し、意

味的に不適切で翻訳に使用できないパターンに適合する

場合も多く、それ らを除いたときの意味的な被覆率は

78%で ある。

表5.文 型パターン辞書の被覆率特性

パターン種別

単語レベル

句レベル

節レベル

合 計

・F均適 合

パ ター ン数

63.2件

520.3件

1241.7件

1825.2件

統語的被覆率
  (R)

62.6%

82.7%

96.4%

97.8

意味的被覆率
  (c)

36.7%

55.0

67.0%

78.0
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 なお、述 部数2の 重 文 、複 文 の意 味的 な被覆 率 は 、それ

ぞれ 、82.5%、71%で あった。

5.あ とが き

 言 語表 現 の 非線 形性 に着 目 した 言語 表 現モ デ ル とそ れ

に基 づ く文型 パ ター ン化 の 方法 を提 案 し、日本 語 の基本 的

な重 文、複 文の表 現 に対 して、単 語 レベ ル(12.2万)、 句

レベ ル(7.9万 件)、 節 レベル(2。5万 件)か らな る文型 パ

ター ン辞 書(合 計22.7万 件)を 開発 した。

その 結果 に よれ ば、 汎化 す る こ とが で きた線 形 要素 は 、

自立語の場 合73.9%で あっ たの に対 して、名詞 句 、動詞 句

な どの句 では、24.0%、節 は きわめて少な く14.8%で あ った。

 非線 形 要素 は 、それ を取 りだ して翻 訳 し、元の 文 に組 み

込ん で も意味 的 に適 切 な翻訳 結果 は得 られ な い。この結 果

か ら、ほ とん どすべ て の複 文 、重 文は 、複 数 の 単文な どの

要素 に分 けて翻 訳 し後 で結合 して も、対 訳例 文に示 され る

よ うな品 質の翻 訳 はで きな い こ とが分 か った。

 また、ク ロスバ リデー シ ョンに よる文型 パ ター ン辞書 の

評価 実験 では 、単語 レベ ル 、句 レベ ル 、節 レベ ル の文型 パ

ター ンの 意味 的 な被 覆 率は 、それ ぞれ 、36.7%、55.0%、

67.0%で 、それ らを組 み 合 わせ て使 用 す るときは、78%で

あった。また 、最も基本 とい える述 部数2の 重文、複 文の意

味 的 な被覆 率 は、 それ ぞ れ 、82。5%、71%で あ った。

 文型 パ ター ンは 、非線 形 な 言語表現 を対象 と してい る。

線 形 な表現 の場 合 は従来 の要 素合 成法 が適 川 でき るので 、

今 後、両者 を併 用 した機械 翻 訳方 式 を実現 すれ ば、翻 訳 の

品質 は大幅 に 向 ヒす る こ とが 期待 され る。また 、文型 パ タ

ー ンは
、意 味 を掬 くい取 るた め の網 の 目で あ る。機械 翻訳

だけ でな く、広 く意 味解析 へ の利 用が 期待 され る。

 なお、本稿 で は、述べ な かっ たが 、本研 究 では 、 「意味

的 等価 変換 方式 」 (本ジャー ナル 、No。33、 pp.1-7、2002.

3を 参 照)の実 現に 向 けて 、重 文複 文の 意味分 類体 系 を構築

し、す べて のパ ター ン に意味 分類 コー ドを付 与した。その

詳 細 につい て は、別 の機 会 に ご紹 介す る 狩定で あ る。

付 記1

 本 研 究 の 成 果 の 研 究 利 用 は 原 則 無 料 で す 、,n+一細 は 、 「鳥

バ ン ク 」 (http://unicorn. ike. tottori-U.8C. jp/toriba

nk/)に て ご案 内 す る 予 定 で す 。 多 く の 方 々 の ご 利 用 を 期

待 し て い ます 。

付記2

 本研究が契機となって平成19年度文部科学大臣表彰科

学技術賞(研 究部門)を 受賞しました。今まで多くの方々

に支えられ、意味解析の研究を続けてくることができたお

陰です。今後の機械翻訳技術の発展を願 うと共に、その活

動を支えてこられた多くの方々に深 くお礼を申しLげ ま

す。
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一
翻訳業務におけるMTITMの 利用実態

(社)日 本翻訳連盟 翻訳支援ツール委員会 委員長(前理事)

                     久徳 省三

■ はじめに

 私は約10年 前に最後の職場を定年で退職 したと

きから在宅で翻訳の仕事をしている翻訳者です。当

初から機械翻訳(当 時TMは 無かった)ソ フ トを使

川 していますが、仲間の話 しを聞くと翻訳分野によ

ってMTITM(以 後機械翻訳)ソ フ トの効果が違 う

ようです。

 本書をお読みになる方は、機械翻訳 ソフ トの開発

販売をしていらっしゃる方、機械翻訳を翻訳の仕事

にお使いの方などと推定いたします。

 約10年 の経験をもとに、私が どのように機械翻

訳 ソフ トを使用 し、どのように機械翻訳ソフ トに支

援されてきたかを報告するとともに、翻訳者の立場

から、開発者の方がたにご配慮をお願いしたことを

お書きします。

■ 業界の現状

 残念ながら、ITロ ーカ リゼーション分野以外の

仕事では、翻訳支援ツールの利用頻度は少なく、翻

訳会社さんも翻訳者も現在の商品に対す る評価は

良くありません。後述のとおり、ソフ トウェアメー

カーさんが業界に誤解を与えた結果と思われます。

 機械翻訳を使用 していると言 うと、翻訳会社が訳

質に疑問をもち、警戒するので、使用 していなが ら

それを内緒に している翻訳者もいます。

 そのような状態で、訳文の納品形態 も、数年前ま

では翻訳者はテキス ト形式で納品すればよかった

のが、この数年でMS Officeな どの形式で納品しな

ければならない仕事が増えました。

また、工業分野の実務翻訳では、部分(差 分)翻 訳

が主流になりつつあります。つまり、旧製品のマニ

ュアルの訳文があるので、新製品のマニュアルは変

更になった箇所だけを翻訳 して、経費と時間を軽減

することです。

 この場合、差分箇所の抽出は翻訳会社が行います

が、翻訳会社が翻訳者に支給する原稿は会社によっ

て異なります。差分箇所だけの原稿を支給された場

合は、翻訳者は他の部分が どのような訳文になって

いるか分からないので、翻訳者が最善の訳文を納品

します。

 その結果、同じ書類に別の翻訳者が訳 した訳文が

挿入 されることになりますから、書類の整合性は保

てません。このような場合、翻訳会社が旧製品のマ

ニュアルの原稿 と訳文を入手し、翻訳メモ リを作成

し、それを原稿 と一緒に翻訳者に支給すれば書類の

整合性は保てます。

 ほとんどの翻訳会社は、まだこの問題に真剣に取

り組んでいませんが、ソースクライアン トが差分翻

訳の訳文の不整合にクレームをつけるのは時間の

問題 と考えられます。既に海外の翻訳会社か らの依

頼の大半はTM使 用が条件になっています。

 米国のベス トセラー著者のピーター ・ドラッカー

さえ、自分が書いた文はエディターにリライ トさせ

てから印刷に出したていたそうです。品質を売 り物

にしている翻訳業界が、このように文章を部品とし

て扱 う行為をしているのですか ら、機械翻訳 ソフ ト

ウェアを利用 して整合性を確保することは時代の

要求だと思います。
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(社)日 本 翻 訳 連 盟 翻 訳 支 援 ツ ール 委 員 会 では 連 盟

の ホ ー ム ペ ー ジ に機 械 翻 訳 ソフ トの メ ー カ ー さん と

ユ ー ザ が 情 報 交 換 をす る掲 示 板 の 開 設 を 計 画 し、 二

年 前 に 理 事 会 で 承 認 され て い ます が 、 まだ 実 現 して

い ませ ん.

 TM製 品 で は 、 SDLさ ん がTradosを 買 収 し、 ラ

イ オ ン ブ リ ッジ さん がLogoportを 買収 した 結 果 、

Tradosが 現 在 の 市 場 占有 率 を 今 後 も確 保 で き る の

か懸 念 され ま す。 で きな い 場 合 の業 界 に 与え る影 響

は極 め て 大 き い の でSDLさ ん に頑 張 っ て も らい た

い と期 待 します 。

■ 翻 訳 者 の実 態

 個 人 差 は あ りま す が 、 翻 訳 者 は 毎 日、英 訳 の仕 事

で約12,000字 の原 稿 、和 訳 の仕 事 で約3,000ワ ー ド

の原 稿 を訳 してい ます 。和 文 原 稿 の1文 の 字 数 が50

字 、英 文 原 稿 の1文 の ワー ド数 が20ワ ー ドと仮 定す

る と、毎 日英 訳 で240文 の原 稿 、和 訳 で150文 の原

稿 を訳 して い る こ とに な りま す 。機 械 翻 訳 ソフ トは

1文 に最 低1回 マ ウス ボ タ ンを ク リッ ク しな けれ ば

な らな い の で 、 翻 訳 者 は 毎 日200回 ～300回 マ ウス

ボ タ ン を ク リ ック して い ま す 。

 業 界 で は 、1日 に何 枚 で き る とい う言 い 方 を しま

す が 、英 訳 は 訳 文200ワ ー ドを1枚 、和 訳 は 訳 文400

字 を1枚 と数 え、1日 に 最 低20枚 の 量 を こ な さ な い

と翻 訳 者 は 商 売 に な りませ ん 。

 機 械 翻 訳 で ソ フ トが 自動 的 に 訳 文 を 転 記 して く

れ る こ と も あ ります が 、手 直 しの 必 要 も あ り、基 本

的 には 訳 文は キー ボ ー ドか ら手 入 力 を します 。つ ま

り、毎 口英 訳 で は4,000ワ ー ド、和 訳 で は8,000字

の訳 文 を入 力 しな けれ ば な りませ ん 。キー ボ ー ドの

キー を叩 く回 数 は 毎 日20,000回 以 上 にな ります 。1

日の 作 業 時 間 が8時 間 と仮 定 す る と、1時 間 に2,500

回 、1分 間 に42回 キー を 叩い てい るわ けです 。

 手入力に必要な時間を減 らせば作業効率がLが

るので、各翻訳者はローマ字入力を仮名人力にした

り、音声入力を使用 したり、自分がや り易い方法を

考えています。

 従って、た とえマ ウスのクリックであって も、翻

訳者が行 う作業が少ない機械翻訳 ソフ トが好まれ

ています。

 一方、翻訳者は翻訳の仕事を受注すると納期に間

に合わせるため、睡眠時間を犠牲に しなければなら

ないことがあ ります。2週 間連続で毎口の睡眠時間

が4時 間 とい う疲労困1の 状態で仕 事をすること

もあ ります。つい、うっかりデータを保存せずにア

プ リケーションを終了 して、数時間の作業結果を喪

失することもあります。アプリケーションによって

は、フリーズすることもあります。その場合の被害

を最小限にするため、データを自動的に保存する機

能をデフォル トで設定 したソフ トが望まれ ます、,

■ 機械翻訳ソフ トの使用例

 私は、翻訳専業になってす ぐに機械翻訳 ソフ トを

導入しました。会社勤務時代、約40年 携わってき

た貿易の仕事は、書類作成やコレポンなど、会社に

いるときは事務的な仕事を します,,そ のとき作成す

る書類は新規作成 より前例を参照するケースが多

いので、機械翻訳を使って翻訳作業を少 しでも効率

化させると同時に、対訳文例集を保存 したいと考え

たからです。

 一般的には、機械翻訳は英日翻訳に向いてお り、

日英翻訳には不適といわれています。同様に、分野

はマニュアルや仕様書等の翻訳の際に有利とされ

ています。 ところが、私の場合は日英翻訳にも、ま

た、契約書などの法務文書の翻訳にも機械翻訳を活

用 しています。

 機械翻訳を使 って 日本語から英語に翻訳 した場

合、英訳文をほとんど書き直す必要があり、
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機 械 翻 訳 に慣 れ て い る人 で も、 あ ま り使 用 しな い と

い うケー ス が 多 い よ うです 。 ま た 、 日本 語 は 仮 名 表

記 と漢 字 表 記 の 混 用 や 長 音 符 の 不 整 合 な どが 原 因

で 、TMの ヒッ ト率 が 低 下 し ます。

 但 し、機 械 翻 訳 を 使 用 して 作 業 をす る と、 た とえ

翻 訳 メモ リに 蓄 積 しな くて も、 機 械 翻 訳 ソフ トは対

訳 デ ー タを 自動 的 に 作 成 す るの で 、そ れ を テ キ ス ト

形 式 フ ァイ ル で 保 存 して お く と 、 対訳 文例 集 と して

エ デ ィ ター のgrep検 索 機 能 を使 用 して 後 日参 考 に

す る こ とが で き るの で 、私 の場 合 は英 日 ・日英 の ど

ち らの 翻 訳 に も使 用 して い ます 。 日本 語 か ら英 語 の

場 合で も、や は り用語 の統 一一は 同 じ よ うに で き ます 。

マ ニ ュ アル な どは もち ろ ん 、 法務 文 書 の 用 語 ・文 例

も登録 してお け ば い い わ け で す。 特 に 契 約 書 は 非 常

に 長 い 文 章 が 多 い の です が 、 短 い フ レー ズの 集 ま り

と して フ レー ズ ご とに 分割 して 訳 す の に も機 械 翻 訳

は 便利 です 。

 お そ ら く特 許 翻 訳 で も同様 の 使 い 方 が で き るで し

ょ う。 専 門 的 な 医 薬 関係 の 論 文は 別 と して 、 医療 機

器 の仕 様 書 、 周 辺 の 資 料 、 社 内 報 な どを機 械 翻 訳 を

使 っ て 翻 訳 した こ とが あ ります 。

 作 業 手順 は 、TM付MTソ フ トの 対 訳 画 面 で一 文

ご とにMTに 下 訳 を させ 、 リラ イ トした訳 文 をTM

に 保 存 し ます。TMの ・一致 率 は 低 く設 定 し、 この 文

は 前 に あ っ た と記 憶 して い る場 合[類 似 文検 索]に

か け、 ヒ ッ トす れ ば過 去 訳 を利 用 します 。 完 全 一 致

の 場 合 は 、 前 後 関 係 で 不 自然 で な い か ぎ りそれ を マ

ウ スの ワ ン ク リ ックで 転 記 します 。 この よ うな 方 法

で 訳 した 訳 文 です か ら、 直 訳 に な りが ち です か ら、

必 ず 訳 文 だ け を見 直 して 不 自然 な箇 所 を リライ トし

ます 。

 翻 訳会 社 か ら用 語集 が 支 給 され た場 合 は 、 あ らか

じめSuperHT3の ユ ー ザ 辞 書 に 変 換 し、 同 ソ フ ト

の[訳 語 付 与]機 能 で 原 稿 に訳 語 を 追記 した デ ー タ

を 印刷 して 、 それ を 見 な が ら作 業 を 進 め ま す 。

 これ ら支 給 用 語 集 は 、 単語 語 尾 に余 計 な スペ ー ス

が あ る こ とが 多 い の で 、翻 訳 ソフ トに一 括 登 録 す る

前 にExcelのTrim関 数 な どで 、 削 除す る 必 要 が あ

ります 。 外 国 語 単 語 の 場 合 、 語 尾 に 半 角 スペ ー ス が

2個 以 上 あ る と ヒ ソ トしませ ん。

 SuperHT3を 使 用 した 仕 事 の 訳 文 は 、時 間 が 許 す

か ぎ り同 ソ フ トの[用 語 確 認]機 能 で 指 定用 語 を 使

用 して い る か確 認 します 。SuperHT3を 使 用 しな い

仕 事 で も、取 扱 説 明 書 の 和 訳 な どはSuperHT3用 に

作 成 した 「間 違 えや す い訳 語 」(通 り→ とお り、及 び

→ お よび 、な ど)を 収録 したユー ザ辞書 で確認 します。

 よ く、TMは 資 産 だ と言 い ます が 、 TMが 役 にた

つ ケー ス は 同 じ ソー ス ク ラ イ ア ン トの 類 似 文 献 の

翻 訳 と、数 日にわ た り作 業す る同 一文 献 の前 訳 です。

■ メ ー カ ー さん に 反省 を促 した い 点

 従 来 はMTITMの メー カー さん は 、 あ た か もTM

を 使 用 す れ ば 完 全 に翻 訳 を す る よ うな 印 象 を 与え

な が ら製 品 を販 売 して きた よ うに お 見 か け しま す 、

 欧 米 語 ど う しで あ れ ば 良 い の で しょ うが 、 日本 語

と欧 米 語 の 場 合 構 文 が 異 な ります か ら、人 工頭 脳 を

備 え て い な い 現 在 の コ ン ピュ ー タ に完 全 な 翻 訳 を

させ る こ とは 不 可 能 と思 わ れ ます 。

メ ー カ ー さ ん は 、 機 械 翻 訳 が 完 全 な翻 訳 をす る の

だ とい う売 り方 で は な く、翻 訳 を 支援 で き る機 能 は

こ の よ うな機 能 で、 それ を使 用 して翻 訳す る と この

よ うな 利 点 が あ る とい う売 り方 を した 方 が 賢 明 だ

と思 い ます 。
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 機 械 翻 訳 ソ フ トは翻 訳 をす る ツ ー ル で は な く、 翻

訳 をす る 人 に 登 録 した 訳語 を部 品 と して 提 供 す る ツ

ール で
、 部 品 を組 み 立 て る の は翻 訳 者 の 仕 事 で あ る

とい う売 り方 の 方 が 良 い の で は な い で し ょ うか。

 人 間 の 記憶 力 に は 限 界 が あ る の で 、 そ れ を コ ン ピ

ュ ー タに 補 わ せ 、 訳 語 の統 一 、 表 記 の 間 違 い の チ ェ

ッ ク、 対 訳 デ ー タベ ー スの 作 成 な ど、 翻 訳 の 作 業 を

や る 人 に とっ て 有 益 な機 能 が あ るの で す が 、「使 い 物

に な らな い 」 との 印 象 を 与え る 結 果 に な っ て い る よ

うで す。

 TMを 使 っ て 翻 訳 の 作 業 を して い る と、 この 文 は

前 に あ っ た は ず とTM検 索 を す る と、 和 文 原 稿 の 場

合 は 片 仮 名 表 記 と漢 字 表 記 、 長 音 符 の 有 無 、 英 文 原

稿 の 場 合 は 冠 詞 と前 置詞 の違 い が原 因 の こ とが 多 い

よ うです 。

 中 に は 、 原 稿 に数 字 の違 い が あ るの を見 つ け 、訳

文 を 納 品 す る際 に 「訳 注 」 で 報 告 す る と ソー ス ク ラ

イ ア ン トに感 謝 され る こ とが あ ります 。

 機 械 翻 訳 ソフ トの特 徴 の 中 に は 豊 富 な 専 門用 語 辞

書 が あ ります が 、 か な らず し も現 場 に 即 した訳 語 が

収 録 され て い る とは か ぎ りま せ ん 。 例 え ば 、専 門用

語 辞 書 に はInvoiceは 、1.送 り状2.仕 切 状3.イ

ン ボ イ ス4.仕 切 り書5.請 求 書 な どが 収 録 され て

い ます 。 貿 易会 社 や 流 通 業者 で はInvoiceは 片 仮名

の 「イ ン ボ イ ス 」 を使 用 して い ます 。 貿 易 会社 か ら

翻 訳会 社 が受 注 した 案 件 の 和 訳 に 「仕 切 り書 」 とい

う訳 語 を使 用 した ら、 そ の 貿 易会 社 か らは 次 の 仕 事

は 来 な い で し ょ う。

 一般 ユ ー ザ ー が 英 文 の 大意 を理 解 す るた め に 安 価

な機 械 翻 訳 ソフ トも販 売 して い らっ しゃ るの で 難 し

い 面 もあ るか も しれ ませ ん が 、 少 な く と も業 界 で販

売 す る 場 合 は 、 完 全 に翻 訳 をす る ソ フ トで は な く翻

訳 を支 援 す る ツー ル で あ る とい う売 り方 を して い た

だ きた い と考 え ます 。
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第17回 通常総会開催の ご案内

 第17回 アジア太平洋機械翻訳協会通常総会を下記 の とお り開催 いた しますので、ご案内

申し上げます。

記

1

9
臼

0
0

日時

会場

議題

2007年6月11日(月)13:30-14:15

総 評会館204会 議 室(東 京 ・御 茶 ノ水)

第1号 議案 2006年 度事業報告(案)

第3号 議案 2007年 度事業計画(案)

第5号 議案 役員選任(案)

第2号 議案 2006年 度決算報告(案)

第4号 議案 2007年 度予算(案)

その他 、会員提案事項

通常総会後、2006年 度活動報告会お よび講演会を開催いた しますので、多数 のご参加 をお待

ち申 し上げてお ります。講演内容は変更す る場合 がございますので、予めご承知お きくだ さい。

行 事

総会

活動報告会

講演会

講演1.

講演II.

AAMT長 尾賞

 懇親会

内 容

第17回AAMT通 常総会

 開会の辞 ・会長挨拶 ・御来賓挨拶 ・議題

           休  憩

当協会各委員会か らの2006年 度活動報告:

機械翻訳課題調査委員会 ・AAMTIJapio特 許翻訳研究会 ・

インターネッ トWG・ 編集委員会

「JALの 安 全 対 策 と テ キ ス ト処 理 」

 寺 田 昭 氏(㈱ 日 本 航 空 インターナショナル運 航 本 部 運 航 技 術 部)

"KUI to assist online multilingual text development"

 ソンラート弘 ワーニッチ ・ウィラット氏(NICTタ イ自 然 言 語 ラボ ラトリー)

授 与 式 ・記 念 講 演 会

山 の 上 ホ テ ル 本 館 地 下 一 階 「ラ ヴ ィ 」

 立 食 パ ー テ ィ 形 式 ・参 加 費5,000円

時 間

1330- 1415

14二15- 14:30

1430- 1530

1530- 1650

1530- 1610

1610- 1650

1650- 1730

18:00-20二 〇〇

会場(総 評会館)ま での交通機関のご案内:

 JR中 央線 ・総武線 「御茶ノ水」駅聖橋口より徒歩5分

 東京メ トロ千代田線 「御茶ノ水」駅B3出 口より徒歩0分 、丸ノ内線 「淡路町」駅B3出 口より徒歩5分

 都営地 ド鉄新宿線 「小川町」駅B3出 口より徒歩5分
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一

  世界の言語をつなぎ、人と人とをつなぐ言語グリッドの取り組み

   (独)情報通信研究機構 言語グリッ ドプロジェク ト

稲葉 利江子、村上 陽平、重信 智宏、灘本 明代、石田 亨

1. は じめ に

 近 年 の イ ン ター ネ ッ トの 普及 と国 際 化 の 流 れ に

よ り、異 文 化 交 流 や 国際 交流 学 習 の活 動 が盛 ん に な

っ て い る。 しか し、未 だ解 決 で きて い な い の が 、「言

語 の壁 」 の 問題 で あ る。 英 語 が 「共 通 語 」 と思 われ

が ち だ が 、実際 イ ン ター ネ ッ トの 言 語 人 口は 多様 化

して お り、一番 多 い英 語 人 口で も35.2%と な っ て い

る【1]。ま た 、異 文化 コ ラ ボ レー シ ョン 活 動 の 中 心 と

な るの は 、そ れ ぞ れ の 現 地 の人 た ち で あ り、必 ず し

も共 通 語 が 存 在 す る と も限 らな い 。そ こ で 、考 え ら

れ るの が機 械 翻 訳 の 利 用 で あ る。 しか し、機 械 翻 訳

を そ の ま ま利 用 す る に は い くつ か の 問 題 が 生 じる。

① 利 用 した い 言 語 対 の サ ー ビス が あ る の か わ か ら

な い。② 複 雑 な ライ セ ン ス契 約 と高額 な コス トが か

か る。③ コ ラ ボ レー シ ョン の 現 場 で は コ ミュ ニ テ ィ

特 有 の 用 語 が 利 用 され る。

 これ ら の 問 題 を解 決 す る取 り組 み と してNICT

言 語 グ リ ッ ドプ ロ ジ ェ ク トで は 、イ ン ター ネ ッ ト上

に あ る機 械 翻 訳 な ど の 専 門家 が 作 成 した 言 語 サ ー

ビス と コ ミ ュ ニ テ ィ独 自 で利 用 され て い る用 語 の

対 訳 を集 め た ユ ー ザ 辞 書 な どの 現 場 で 生 まれ た 言

語サ ー ビス を組 合 せ 、利 用 で き る仕 組 み づ く りを行

って い る。

 本 稿 で は 、言語 グ リ ッ ドの仕 組 み を説 明 し、実 際

に 異 文 化 コ ラ ボ レー シ ョン 活 動 の 現 場 で 利 用 され

て い るユ ー ス ケー ス に っ い て示 す。

2.言 語 グ リ ッ ド

2.1言 語 グ リッ ドとは

 言語 グ リ ッ ドは 、イ ン ター ネ ッ ト上 の既 存 の サ ー

ビス を容 易 に利 用 で き 、ユ ー ザ 自 らが新 た な 言語 資

源 や 言語 処理 機 能 を追加 可 能 な 仕 組 み で あ る。一 般

に グ リ ッ ドは 、 「分 散 した 資源 を 連 携 させ 、 オ ー プ

ン ス タ ン ダー ドな プ ロ トコル が利 用 で き、質 の 高 い

サ ー ビ ス を提 供 で き る も の」 と定義 され てお り、言

語 に関 す る グ リッ ドは、 この 提 案 が 世 界 で 初 め て で

あ る[2]。言 語 グ リ ッ ドは 、イ ン ター ネ ッ トLに 分 散

した 言 語 資 源 を連 携 させ 、容 易 に利 用 で き る よ うに

様 々な 機 能 を提 供 す る。特 定 の ツ ー ル で は な く多様

な ツー ル か らア クセ ス で き る よ うに し、イ ン ター ネ

ッ ト上 の 言 語 資 源 をWebサ ー ビス イ ン タフ ェ ー ス

で 提 供 す る。 ま た 、同 種 の 言 語 サ ー ビ スの利 用 を容

易 にす るた め に 、言語 資 源 の 種 類 ご とに 利 用 イ ン タ

フ ェー ス を統 一一す る。 さ らに 、 言語 資 源 の 権利 を保

護 す る た め 、言語 サ ー ビ スへ の ア クセ ス権 を 管 狸 し、

不 正 な利 用 を防 ぐ。

 また 、言 語 グ リッ ドが 連 携 す る 言語 資 源 と して は 、

対 訳辞 書 や 機 械 翻 訳 な どを組 み 合 わせ る 「水'F型 、㌃

語 グ リ ッ ド」 と、応 用 に 特 化 し現 場 が 必 要 とす る 言

語 サー ビス を 生 み 出 す 「垂 直 型 言 語 グ リッ ド」 とい

う2つ の グ リ ッ ドが あ る。 水 平 型 言 語 グ リ ッ ドは 、

ア ジ ア の10言 語 程 度 の 対 訳 辞書 や 機 械 翻 訳 を利 用

す る と と もに 、欧 州 の研 究機 関 と連 携 し世 界全 体 で

20言 語 程 度 を カ バ ー す る。 一 方 、 垂 直 型a語 グ リ

ッ ドは 、防 災教 育 、医療 通 訳 、絵 文字 コ ミュニ ケー

シ ョン な どの 様 々 な 異 文 化 コ ラボ レー シ ョン 活 動

の た め の 辞 書や 用 例 対 訳 を利 用 可能 とす る。

2.2言 語 グ リ ッ ドの プ レイ ヤ ー

 言 語 グ リソ ドへ は 、5種 類 の 関 わ り方が あ る。

① 言 語 資 源 提 供 者

 機 械 翻 訳 や 形 態 素 解 析 、専 門 分 野 の 辞 書 、対 訳集

な どの 言 語 資 源 の 提 供 者 で あ る。 我 々 は 、無 償 ・有

償 の 選 択 が 出 来 る よ うサ ー ビ ス管 理 シ ス テ ム に 関

して も検 討 を行 って い る。
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   言 語 サ ー ビス使 用者

独 自のコラボレーションツールに

言語サービスを利用する人

連 携 言 語 サ ー ビス作 成 者

Webサ ー ビス化 された言語資

源をプログラム により連携さ

せる人

 言 語 資 源 提 供 者

言語 資源(機 械翻訳,形 態素解 析,

対訳 集,用 例 対訳 など)を提供する人

② 言語サービス開発者

自一 日 饗
        言語グリッドサーバ管理者

Fig.1言語グリッド関係図

     リッ ドは、言語のインフラであるため多言語チャッ

 言語 資 源 提 供 者 か ら提 供 され た 言 語 資源 をWeb

サー ビス化 す る開 発 者 で あ る。それ ぞれ の言 語 資源

の 形 態 に よ り言 語 グ リ ッ ドに連 携 す るた め の ラ ッ

ピン グ 作 業 が マ ニ ュ アル 化 され 、 提 供 され て い る。

③ 連 携 言語 サ ー ビス 作 成 者

 統 ・フ ォー マ ッ トに よ りWebサ ー ビス化 され た

誌語 サ ー ビ ス を ワー ク フ ロー に よ り連 携 させ 、新 し

い 言語 サ ー ビ ス を作 成 す る人 で あ る。例 えば 、 日英

翻 訳 と英 ア ラ ビア 翻 訳 、各 言語 の形 態 素 解 析 を連 携

させ る こ とで 新 た な 日ア ラ ビア 翻 訳 を 可 能 とす る

こ とが 出 来 る。

④ ,言語 グ リッ ドサ ー バ 管 理 者

 言 語 グ リ ッ ドは コア ノ ー ドとサ ー ビス ノ ー ドか

らな る[3],こ の コ ア ノー ドを世 界 中 に配 備 す る こ と

で 分 散 処 理 が 可能 に な る。 この コア ノー ドを設 置 し

管 理 す る人 で あ る。

⑤ 言語 サ ー ビ スユ ー ザ

 異 文 化 コ ラ ボ レー シ ョン の 活 動 現 場 に お い て 言

語 グ リッ ドの サ ー ビス を利 用す る 人 で あ る。言 語 グ

トな どの 既 存 の コ ラ ボ レー シ ョ ン ツ ー ル で利 用 す

る こ とが 出 来 る。 言語 グ リ ッ ドプ ロ ジ ェ ク トで は 、

多 言語 チ ャ ッ ト(Langrid Chat)、 多言 語 共有 黒板

(Langrid Blackboard)、 多言 語入 力 支援(Langrid

Input)の3つ の コ ラ ボ レー シ ョン ツー ル を研 究 開

発 して い る。

3.言 語 サ ー ビス を っ な ぐ技 術

 機 械 翻 訳 を ベ ー ス と した 多 言 語 コ ラ ボ レー シ ョ

ン ツー ル に よ り多 言 語 間 で の コ ミュ ニ ケ ー シ ョン

を 支援 す る 場 合 、翻 訳 の 品 質 、 ま た翻 訳 に一 貫 性 が

な い た め 生 じ る言 語 ご との 翻 訳 の 非 均 質 性 が 問 題

とな る。 この よ うな 問 題 を解 決 す るに は、従 来 の機

械 翻 訳 の よ うに 汎 用 的 な 翻 訳 サ ー ビ ス を 利 用 す る

の で は な く、複 数 の 機 械 翻 訳 や コ ミュ ニテ ィユ ー ザ

に よ り構 築 され た コ ミュ ニ テ ィ辞 書 、そ して 多用 な

言 語 処 理 機 能 を連 携 させ て 、コ ラ ボ レー シ ョン の タ

ス ク に特 化 した 翻 訳 サ ー ビス を ユ ー ザ 自身 で 構 築

で き る よ うにす る必 要 が あ る。
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 コ ミュ ニ テ ィ辞 書 に

よ り翻 訳 品 質 を 向r.さ

せ る 同 様 の 取 り組 み の

一 例 と して
、 「訳 して ね

っ と[4]」 と呼 ば れ る

Webべ 一 ス協 調 型 翻 訳

環 境 が 既 に 開 発 され て

い る。 訳 して ね っ と で

は 、 コ ミュ ニ テ ィ内 の

人 た ち が 協 調 しな が ら

専 門 辞 書 を 作 成 す る こ

とで 、 そ の コ ミュ ニ テ

ィ に 特 化 した 翻 訳 の 精

度 を 向 上 させ る こ と が

で き る。 しか しな が ら、

日本語形態素解析

専門用語の抽出

 専門用言口 No    門用言口No
  ミある       ミあるつ
 YesY    I I  Yes

 中間コードの    専門用語の
  獲得      対訳の獲得

       十

中 間 コー ドの 挿 入  .
        ,'

 日独 翻 訳

:,

噸'藤蟹

      閾P,閂,ρ ○

 ○
◆

◆

■

パシゲナ対駅 書

∫ 照 ・・…

,° 一 憎

一 恥 ▼?

 F-9

4'畷 高鷺鴛)久

犀婁二
        、 ・期 訳."WebTranser● ● ●)

中間・一ドの置換 ＼ 英独翻訳 ・'-1
         、                      '9階
                   騨翼解 瓢 ■「一髄'ル・一

                   :: 一   _即I

      Fig.2多 言 語 コミュニ ケ ー シ ョン 支 援 の た め の ワ ー クフ ロ ー

機 械 翻 訳 の 一 部 と して コ ミュ ニ テ ィ辞 書 が組 み 込

ま れ て い るた め 、既 存 の機 械 翻 訳 で は作 成 した コ ミ

ュ ニ テ ィ 辞 書 を そ の ま ま 利 用 で き な い と い う問題

が 生 じる。 した が っ て 、機 械 翻 訳 エ ン ジ ン の 内 部 で

コ ミュ ニ テ ィ向 け に カ ス タ マ イ ズす る の で は な く、

機 械 翻 訳 や コ ミュ ニ テ ィ辞 書な ど の 対 訳 辞 書 を サ

ー ビ ス と して 捉 え、 言語 サー ビス を連 携 させ る ワー

ク フ ロー で カ ス タマ イ ズす る仕 組 み が求 め られ る。

これ に よ り、同 じイ ン タ フェ ー ス を備 え た 言 語 サ ー

ビス で あれ ば置 き換 えが 可能 に な り、翻 訳 の 拡 張性

を 向 上 させ る こ とが で き る。Fig.2に 、 Npoパ ンゲ

ア1用 の翻 訳 サ ー ビス を 、 形 態 素 解 析 、 コ ミュ ニ テ

ィ辞 書 、機 械 翻 訳 を 連携 させ 、作 成 した ワー ク フ ロ

ー を示 す 。 この 翻 訳 サ ー ビス は 、 日本 語 の 入 力 文 を

専 門 用語 を 考慮 して英 語 、韓 園 語 、 ドイ ツ語 に翻 訳

し、 返す サ ー ビス で あ る。

 折 り返 し翻 訳 の 中 で 呼 び1さ れ る 各翻 訳 サ ー ビ

ス は 、コ ミュニ テ ィ に特 化 した翻 訳 を実 現 す る た め

に 、コ ミュ ニテ ィ辞 書 と複 数 の機 械 翻 訳 を連 携 させ

た ワー ク フmで 実 現 され る。 こ の ワー ク フ ロー 上

で は 、まず 入 力 と して受 け取 っ た 文 章 を形 態 素 解 析

1http:〃www
.pangaean。org1

サ ー ビス に よ り、形態 素 に 分 け る,,分 け られ た 形 態

素 の集 合 か ら、 専門 用 語 の み を抽 出 し、 専:門用 語 の

集 合 を 作成 す る。次 に 専 門 用 語 の対 訳 を 専門 用 語 対

訳 辞 書 サー ビス か ら取得 し、同 様 に 、翻 訳 に 影響 を

与 え な い 文字 列 で あ る 中 間 コー ドも取得 す る。取 得

した 中 間 コー ドで 入 力 文 中 の 専 門 用 語 を 置 き換 え 、

中 間 コー ドを含 ん だ 文 を 翻 訳 す る。最 後 に翻 訳 結 果

か ら中 間 コ ー ドの 部 分 を 専門 川 語 の 対 訳 で 置 き 換

え る こ とで 、専門 用 語 に対 応 した翻 訳結 果 が 得 られ

る。な お 、指 定 され た 占 語 間 の翻 訳 に 対応 した機 械

翻 訳 が 存 在 しな けれ ば 、複 数 の機 械 翻 訳 を連 携 させ

て マ ル チ ホ ップ 翻 訳 を 実 現 す る,こ の よ うな ワー ク

フ ロー に よ り コ ミ ュニ テ ィ に 特 化 した 多 言 語折 り

返 し翻 訳 サ ー ビス を 言 語 グ リ ッ ドLに 実 際 に配 備

す る に は、 まず 事 前 に既 存 の形 態 素 解 析 、機 械 翻 訳

お よび 専 門 用 語 の 対 訳 辞 書 を標 準 イ ン タ フ ェ ー ス

に従 って ラ ッピ ン グ し、.ξ語 グ リッ ドLに 配 備 し連

携 す る必 要 が あ る。 これ に よ り、  =huuサー ビス は

言語 グ リ ッ ドLで 利 川 可能 に な り、Fig.2に 示 した

ワー ク フ ロー に よ り連 携 され 、サ ー ビ スの提 供 が 可

能 に な る。 実 際 にFig.2で はサ ー ビス実 体 と して 、

日本 語 の 形 態 素 解 析 に 奈 良 先 端 科 学 技 術 大 学 院 大

学 のChasenを 、 コ ミュ ニ テ ィ辞 諄に はNPOバ ン
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ゲ ア の コ ミュニ テ ィ辞 書 を、 日英 翻 訳 、英

独 翻 訳 に は そ れ ぞ れ 高 電 社 のJ-Serverと

Cross Language社 のWebTranserを 呼 び

出 して い る。

4.異 文 化 コ ラ ボ レー シ ョン活 動 に お け る

  支援

 言 語 グ リ ッ ドプ ロ ジ ェ ク トで は 、 異 文 化

コ ラ ボ レー シ ョン活 動 の現 場 で の 実 証 を通

じて 、 人 々 が 使 え る 多言 語 コ ミュニ ケー シ

ョン環 境 づ く りを推 進 して い る。本 章 では 、

ユ ー ス ケ ー ス と して 、 実 際 に 異 文 化 コ ラ ボ

レー シ ョンの 現 場 に て 言語 グ リッ ドを利 用

して い る事 例 を示 す 。 ま た 、 プ ロ ジ ェ ク ト

で 開 発 して い る 言語 グ リ ッ ドを言 語 基 盤 と

した コ ラボ レー シ ョン ツ ー ル も あ わせ て 紹

介す る。

(1)多 言 語 ミー テ ィ ン グ支 援

 日本 で は 学 校 や 企 業 で の 日常 の 打 ち 合 わ

せ や セ ミナ ー な どで は 一 般 的 に 日本 語 が利

,                         、

'   Local Volunteers
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(a)ミーティング支 援 構 成 図

(b)NICT言 語グリッドミーティング (c)京都大学研究会
  (外国人研究者を支援)  (中国人留学生を支援)

       Fig.3多言語ミーティング支援

用 され て い る。 しか しな が ら、 日本語 の 不 得意 な外

国 人 参加 者 が い る場 合 、外 国 人 は 日本 語 で の議 論 は

難 しい。 そ こで 、多 言 語 で の ミー テ ィン グ支援 と し

て 多 言語 共有 黒板(Langrid Blackboard)を 提 供 し

て い る。 多 言語 共 有 黒板 は 、多 言 語 で 読 み 書 き が 可

能 な ツ ール とな っ てお り、KJ法2を も とに議 論 内容

を ラベ ル や グル ー プ を 用 い て ま とめ る こ とが で き

る。 (Fig.3)

(2)多 言 語 コ ミュ ニ ケー シ ョ ン支 援

 世 界 に拠 点 を持 ち、異 文化 コ ラ ボ レー シ ョン活 動

を行 っ て い る組 織 にお い て 問題 と な っ て い るの が 、

ス タ ッ フ問 で の コ ミュ ニ ケ ー シ ョンで あ る。 実 際 、

NPOパ ン ゲ ア で は 、 日本 、韓 国 、 オー ス トリア 、

ケ ニ ア に活 動 の拠 点 を持 ち、共通 の プ レイ グ ラ ウン

ドを提 供 す る こ とで、世 界 の 子 ども た ち をつ な げ る

2多 くの断片的なデータを統合して情報整理を行

い,創 造的なアイデ ィアを生み出し,問 題解決の糸

口を探 り出す手法.

こ とを 目標 と して い る。 実 際 、各 拠 点 に て 、ア クテ

ィ ビテ ィ と呼 ば れ る パ ン ゲ ア 独 自の 活 動 が な され

て い る が 、そ こで ボ ラ ンテ ィ ア と して 働 く ス タ ッフ

へ の 研 修 お よ び 日頃 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン に お け

る 言葉 の壁 が 問題 とな っ て い た。 そ こで 、言 語 グ リ

ッ ドを 用 い た 多 言語 チ ャ ッ トを用 い る こ とで 、母 国

語 同 士 で の 打合 わせ が 可 能 とな り、現 在 、 日本 一韓

国 間 、 日本 一 オ ー ス トリア 間 で活 用 され て い る。

(3)既 存 の コミュニケー シ ョンツールへ の 入 力 支 援

イ ン タ ー ネ ッ ト上 で の 異 文 化 交 流 にお い て 特 定 の

言 語(英 語 な ど)に よ る掲 示 板 な どが 使 わ れ て い る

こ とが 多 い。 ま た 、異 文 化 コ ラボ レー シ ョン活 動 を

行 っ て い る組 織 が 独 自で 開 発 して い る コ ミュ ニ ケ

ー シ ョン ツ ール が あ る
。そ こへ 多 言 語 で の 入 力 を可

能 とす る入 力支 援 と して 、Langrid Inputを 開 発 し

て い る。

 Fig.4は 、 NPo JEARN3で 利 用 され て い る事 例 を

shttp://ndys.jearn.jp/
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示 す 。JEARNで は 、世 界 の 子

ども た ち の 被 災 体 験 や 防 災 安 全

マ ップ な どに 関 す る意 見 交 換 を

独 自の英 語 掲 示 板 を利 用 し行 っ

て い る。 これ ま で は 日本 の子 ど

も た ち に とっ て 英 語 の 書 き込 み

は非 常 に 困難 で あ っ た。そ こで 、

Langrid Inputを 利 用 す る こ と

に よ り、 日本 語 で 入 力 した文 章

を英 語 に 翻 訳 し容 易 に書 き込 み

が 出 来 る よ う に な っ て い る 。

Langrid Inputに は翻 訳 した 文

 JEARNの 情報交換用掲示板(英語)

灘難 輪荊
Reply to:

トIEARN xpa ・121Tm fM 1、㎜ アEDT∈4}

TO T8㎞r曜 藤o Rppm SCIICd From NoGMACBUMfy gUMMs

 lam f4Mertlrwn roEMeceEem)糊 ㎝8「a剛 ㎞剛lok船w酬
by"u h聯y㎜yearヒoyQU● 翻

  IMMyou

   「r㎝

(Aportbn oftNe orq

翻訳結果の挿入

Mo● 事ag● 、

醇OLr「1轡 ・「・h1此 り.己6dゆ 時

幽r,ド1r :胸" ゾ嫉,「

ビ 邸 P1晒 TIτ ¶旨,幽のτけ 丹 卜yT,

 簡 【h恒D蟹 μao・ 己;11

酬

rreply.)

ノ「{亀 眠  ',7事 ' へ彫ブ

順  騙  騨  9て  膨●8

ζ㌻警聾瞥饗璽藩窒敷マ

折 り遮 し翻 訳

d1響fwolfセo nr4r鯵1畢

 日英翻訳

5cレ11り畠

、1911 写  噛ロ

2u1ム 「 しr駐dK転 「・3a3P,r 恥 τ轄 ン HAP↑

触 ゴ貯                「樋 輌r

を 再 度 入 力 言語 に 翻 訳 しな お す 「折 り返 し翻 訳 機

能 」 が あ る た め 、 どの よ うな 内 容 が 翻 訳 され た か を

確 認 す る こ とが で き 、書 き 込み を促 進 して い る。 ま

た 、防 災 関係 の用 語やJEARNで 利 用 され て い る造

語 な ど を コ ミュ ニ テ ィ 辞 書 に あ らか じめ 登 録 して

お くこ とで 、コ ミュニ テ ィ に適 した 翻 訳 結 果 を得 る

こ とが で き る。 コ ミュニ テ ィ辞 書 の 有 無 で の 翻 訳 結

果 の適1Eに 関 して は 、コ ミュニ テ ィに 依 存 した テ ス

トデ ー タ を 用 い 、TIDES4で 利 用 され て い る5段 階

評価 で の 内 容理 解 度 の評 価 実験 を行 い 、コ ミュニ テ

ィ辞 書 の 有 効性 を確 認 して い る。

5.お わ りに

 異 文 化 コ ラ ボ レー シ ョン に お け る 多 言語 コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ンを 支 援 す る に は 、複 数 の機 械 翻 訳 を 単

純 に 利 用 す るだ け で は な く、コ ラ ボ レー シ ョン の タ

ス ク に 特 化 した コ ミュ ニ テ ィ辞 書 との 連 携 が 必 要

で あ る。本 プ ロ ジ ェ ク トで は、 言語 サー ビス へ の ア

クセ シ ビ リテ ィ お よび ユ ー ザ ビ リテ ィの 向 ヒを 目

的 と した 言語 グ リ ッ ドを利 用 して 、多 言語 コ ミュ ニ

ケ ー シ ョン を 円滑 にす るた め に2008年4月 の 非 営

利 目的での公 開を 目指 し、研 究開発 に取 り組ん でい る。

mwt.琴簾認駿鯉冨綿
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Fig,2既 存 の 掲 示 板 へ の 入 力支 援
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一
言葉の概念を利用 して翻訳精度を向上させた翻訳 ソフ ト

「The翻 訳2007ビ ジ ネ ス 」

東 芝 ソ リュー シ ョン株 式 会 社

1. は じめに

 東芝 ソ リュー シ ョン株 式 会 社 は 、同義 語 や 類 義 語

とい っ た 言葉 の 概 念 を利 用 して 翻 訳 精 度 を 向 上 さ

せ た ビジ ネ ス向 け英 日旧 英翻 訳 ソフ ト 「The翻訳

2007ビ ジ ネ ス」 を商 品 化 し、 販 売 を開 始 し ま した。

The翻 訳 シ リー ズ は 、文書 の 文脈 や 書 式 を利 用 す る

翻 訳 方式(CFエ ン ジ ン)や 、文書 全 体 を先 読 み して得

られ た情 報 を利 用 す る翻 訳 方 式(2段 階翻 訳)を 翻 訳

エ ン ジ ン に実 装 す る こ とで 、高 い翻 訳 精 度 を 実現 し

て き ま した。

 このCFエ ン ジ ン と2段 階翻 訳 に加 え 、 The翻 訳

2007ビ ジ ネ スは 、 同義 語や 類義 語 とい っ た 言 葉 の

概 念 を利 用 して 文意 に合 った 訳 語 を選 択 す る 「概 念

翻 訳 」を 実 装 した最 新 の翻 訳 エ ン ジ ン を搭 載 して い

ます 。

翻 訳 エ ン ジ ン と と もに 訳 質 を左 右 す る翻 訳 辞 書

は 、最 新 の時 事用 語 も含 め 、語 数 を470万 語 に増 強

しま した。

ま た 、n後 ビジネ スに お い て 主 流 のOSに な る と

見 込 まれ るWindows VistaTMに も対 応 して い ます 。

篶 ・不遮の調査

点穣 検査 警査

健康診断  人闇ドック

概 念 辞 書 は 四角 で 囲 まれ た 単語 が どの よ うな 関

係 に あ る か を示 す 。横 に並 ん だ個 々の 単語 、す な

わ ち 、 こ こで い う 「点検 」 「検 査 」 「審 査 」 は類

義 関係 に あ る。 ま た 、縦 方 向 で は 、 上 に行 く ほ ど

広 い意 味 の 単語 で あ り、下 に行 く ほ ど具 体 的 な意

味 の 単語 で あ る こ とを示 す 。す な わ ち 、こ こ で は

「検 査 」の 具 体 例 と して 「健 康 診 断 」 「人間 ドッ

ク 」 が あ る こ とを表 す 。

図1:概 念 辞 書 の 例

2. The翻 訳2007ビ ジネ スの 主 な特 長

(D 概 念 翻 訳 σ)搭載

 概 念 翻 訳 で は 、同 義 語や 類義 語 とい っ た言 葉 の意

味 関係 を 体 系づ け た概 念 辞 書(図1)を 使 用 して 、 あ

る用 語 の 用 法 を それ に意 味的 に近 い語 に も適 用 す

る こ とが で きます 。

 例 え ば 、 「検 査 」 と 「人 間 ドック」 は 表 面 上 は似

て い ませ ん。 しか し、概 念 辞 書 を 参 照す る と 「人 間

ドッ ク」や 「健 康 診断 」は 「検 査 」 の 一 種 で あ る と

い うこ とが 分 か り、 「人 間 ドック」 は 「検 査 」 と意

味 的 に 近 い 類義 関係 に あ る と判断 します 。一 方 、幅

広 い 意 味 を 持 つ 動詞 「受 け る」は 特 に指 定 が な けれ

ばreceiveの よ うな訳 語 が 使 用 され て い ます 。

receiveが 適 切 で な い 場 合 は 、目的語 な どの 共 起す る

語 に よ り訳 語 を使 い 分 け ます 。 一 例 と してThe翻

訳 は 以 ドの 規則 を持 っ て い ます 。

・ 「検 査 を受 け る」 →"undergo an inspection"

 「検 査」 と 「人 間 ドック」 が 類義 関係 に あ る こ と

か ら、 この規 則 を 「人 間 ドック」に も応 用 し、 「人 間

ドックを受 け る」 とい う句 を"undergo a complete

「曼ける」の翻釈への適用例

隔 的翻瞭纏 も・瞭 廃劃コ

・ .r桐 箋一; F ⊇

麟 膿 階 ・・
検資を受ける

lD l underg〔 》an inspection l

レ

c の醗的e  う文への熱尉

  人関ドックを璽ける

Vii{receive a complete
  physical examination

「髄 般 ける」の訳し旋1
もとにして圃駅       」

  underg°ac°mpletephysical examination

図2:「 受 け る」 の翻 訳 へ の適 用 例

physical examination"と 正 し く訳 す こ とが で き

ます(図2)。 概 念 辞 書 を使 用 しな い 場 合 は 、 「人 間

ドック」 を 目的 語 に伴 う 「受 け る」 に はreceive

の よ うな訳 語 が 使 用 され る こ とに な ります 。

 英 日翻 訳 では 例 え ば以 下の よ うにな ります 。The

翻 訳 は"deal with"の 訳 語 を主 語 や 前 置 詞withの 目

的 語 に よ っ て決 定 す る翻 訳 規 則 を持 っ てい ます 。こ

の 中 に は 主語 がreportで あ る とき は"deal with"は

「取 り組 む 」 とす る翻 訳 規 則 が あ ります 。一 方 、英

語 概 念 辞 書 で はreportはstudyと い う語 と類 義 関

係 に あ る と位 置 づ け られ て い ます 。 これ ら に よ り、
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図3:Microsoft●Word 2007の リボ ンイ ン ター フ ェー ス に対 応 したThe翻 訳2007ビ ジ ネ スの イ ン ター フ ・-一ス

"Your study of civics will deal with

citizenship in the fami1ジ

とい う文 は 、 下の 対 比 に見 られ る よ うに 、 よ り 自然

に 訳 出 で き る よ うに な りま した。

概念辞書不使用時:「 市政学に関するあなたの研究

は、家族の中の市民権に対処するでしょう。」

概念辞書使用時:「市政学に関するあなたの研究は、

家族の中の市民権に取り組むでしょ飢、」

 このように、The翻 訳ではひとつの翻訳規則の効

果を他の類似表現の翻訳に応用 して翻訳精度を高

めています。

(2)辞 書 語 数 の 充 実 と翻 訳規 則 の増 強

 新 商品 は、従 来 商 品 「The翻 訳 オ フ ィスV10」 と

比 較 し、179万 語 を増 強 した470万 語(標 準 辞 書

202万 語+専 門 用 語 辞 書268万 語)の 辞 書 を搭 載 し

て い ます 。 こ の 中 には 、最 新 の 用 語 も含 まれ 、 日英

に は 「ク ラ ウ ドソー シ ン グ」 「情 報 発 信 力 」 と い っ

た 用 語 が 、 英 日 に は"thumb drive""economic

populism"と い った 用 語 が 標 準 辞 書 に追 加 され て い

ます 。

 また 、翻 訳 知 識 の 強 化 に よ り、翻 訳精 度 の 向 上 を

図 りま した。

1英日翻訳の例

原 文:We should produce and use goods in a

way that does the least amount of damage

to the environment.

訳 文:私 た ち は 、環 境 へ の 被 害 を最 小 限 にす る方

  法 で 品 物 を 生 産 し使 用 す るべ きで す 。

強 化 前 の 訳 文:私 た ち は 、環 境 に 損 害 の最 小 量 を 行

  う方 法 で 品 物 を もた ら し使 用 す るべ きで す 。

1日英 翻 訳 の 例

原 文:全 て の 食 品 添 加 物 に つ い て 、 そ の 発 が ん 性 の

  可 能 性 を 評 価 す る 、,

訳 文:All the fbod additives are evaluated fbr

the carcinogenic possibilities.

強 化 前 の 訳 文:The carcinogenic possibility is

evaluated about all the food additives.

(3)2007Microsoft●Office、 Windows VistaTM

に 対応

 2007Microsoft●Officeか ら採 用 され た リボ ン

イ ン ター フ ェ ー ス に 対応 し ま した。 これ に よ り、

Microsoft●Office 1:で の翻 訳 作 業 効 率 をll・I i.さ

せ ま した(図3)、 、

 ま た 、Windows VistaTMのUAC(ユ ー ザ ー ア カ

ウ ン ト制 御)に 対 応 し、 ビジ ネ スで 重視 され るセ キ

ュ リテ ィ面 で の 強 化 を 実 施 して い ます 、

3.そ の他 の機 能

The翻 訳2007ビ ジネ スはh記 に加 え 、以 ドの よ

うな 多 彩 な機 能 を そ ろ えて い ます。

① ア プ リケ ー シ ョン連 携 翻 訳:MicrosoftC>Word、

 MicrosoftO Excel、 PowerPoint● 、 一太郎 、秀 丸

 エ デ ィ タ な どの ア プ リケ ー シ ョン に 翻 訳 機 能 を

 ア ドイ ン し翻 訳 作 業が で き ます。

② メー ル翻 訳:Outlook⑱ やOutlook⑱Express、

 Windows VistaTMのWindows⑪ メー ル 、 Lotus

 Notes⑭ 、 EUDORAな どの メー ル ツー ルLで 、

 The翻 訳 の機 能 を組 み 込 ん で 英 文 メー ル を簡 順に

 翻 訳 で き ます 。 また 、 メー ル の受 信 と同 時 に 翻 訳

 を行 う 自動 メー ル翻 訳機 能 もあ ります 、,

③PDF翻 訳:Adobe●Reader(⑩ でテ キ ス トを取 り

 出 してPDF文 井 を翻 訳 で き ます。
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④ ホ ー ム ペ ー ジ翻 訳:ブ ラ ウザ翻 訳 を使 用 す る と

 Microsofし ⑭Internet Explorer⑭ 、 Firefoxな どの

 イ ン タ ー ネ ッ ト閲 覧 ソフ トで ホ ー ム ペ ー ジ を 表

 示 し な が ら 翻 訳 す る こ と が で き ま す 。 特 に

 Internet Explorer⑭ で はThe翻 訳 の 機 能 を組 み

 込 む こ とに よ り、The翻 訳 の 各 機 能 を使 って 翻 訳

 す る こ と もで き ます 。

⑤ 対 訳 翻 訳:原 文 と訳 文 を 見比 べ な が ら一 文ず っ 翻

 訳 で き ます。 また 、サイ ドウ ィン ドウ 、ボ トム ウ

 ィ ン ドウは使 い 方 に合 わせ て配 置 で き ます 。

⑥ 翻 訳OCR:印 刷 文 書や 画像 デ ー タ を文 字 認 識 し

 て 翻 訳 します 。 ★

⑦ セ レク トコー バ ス翻 訳:頻 繁 に使 う分 野 の 訳 語 を

 白動 学 習 す る こ とが で き ます 。

⑧ 中 日訳 ふ り機 能:中 国語 を単 語 ご とに 訳 して 表 示

 し ます。 ピン イ ン 表示 で発 音の 確 認 もで き ます 。

⑨ 自動 ア ップ デ ー トサー ビス:The翻 訳2007ビ ジ

 ネ スを 常 に最 新 の状 態 に保 つ こ とが で き ます 。

★特 殊 文字
、特 殊 フ ォ ン トが使 用 され て い る場 合

や 、イ メー ジ部 分 の 元原 稿 の 状態 に よっ て は 、正

し く認識 され な い場 合 が あ ります 。

4.お わ りに

 以L述 べ た よ うにThe翻 訳2007ビ ジ ネ ス は 、(1)

概 念 翻 訳 、(2)語 彙 ・翻 訳 知 識 の 増 強 、(3)2007

Microsoft●Office、 Windows VistaTM対 応 の 三 点

の 特 長 を持 っ て い ます 。第 一 の 概 念 翻 訳 と第 この 語

彙 ・翻 訳 知 識 の 増 強 で は 、単に 単語 の 数 とい った 量

の側 面 に と らわれ ず 、質 を 重視 し、訳 文 を よ りよ く

して い くこ とを 目指 しま した 。 また 、 第 三 の2007

Microsoft●Office、 Windows VistaTM対 応 は 、 こ

れ らが ビジ ネ ス界 で よ く使 われ て い る ツ ー ル で あ

る こ とか ら、使 い 勝 予の 向 トの た め に 重 要 な 意 味 を

持 つ と考 え て い ます 。今 後 も翻 訳 の 精度 を 向 上 させ

る と と もに 、利 用 者 の ニー ズ を 十分 に取 り入 れ 、使

いや す い商 品 を 目指 して 開 発 を進 め て い き ます。

5.動 作環境

対応OS(全 て日本語版)

Windows●2000 Professional SP4

Windows●XP Home Edition/Professional

    SP1/SP2

Windows VistaTM Home Basic(32ビ ッ ト版)

Windows VistaTM Home Premium(32ビ ッ ト版)

Windows VistaTM Business(32ビ ッ ト版)

Windows VistaTM Ultimate(32ビ ッ ト版)

応

種

対

機

CPU

メ モ リ

ア イス

ク

ア イス

プ レイ

ス キ ヤ

ナ

声

境

音

環

PCIAT配 換 機

Pentium● 以 上/Celeron● 以 ヒ推 奨

128MB以 上(256MB以 上 を 推 奨)(The

翻 訳 必 要 分)

OS分 を 含 む 推 奨 値

Windows●2000 Professional

       _320MB以 上

Windows●XP Home

Edition/Professional

       .。.384MB以 ヒ

Windows VistaTM. . .以 」二

英 日/日 英双方向_940MB

研究社新英和 ・和英中辞典_550MB

解 像 度800x600以 一L(1024×768以 ヒを

推 奨)

TWAIN対 応 の ス キ ャ ナ

SoundBlaster⑧ 互 換 の サ ウ ン ドボ ー ド、

マ イ ク 、 ス ピ ー カ

■ 製 品 情 報URL

   http:〃hon-yaku.toshiba。sol.co.jp1

・Microsoft, Windows, Windows Vsta , PowerPoint,

Outlook、[ntemet Explorerは 、 米 国Microsoft Corporation

の 米 国 お よ び そ の 他 の 国 に お け る 登 録 商 標 ま た は 商 標

で す 。

●Adobe、 Adobe Readerは 、 Adobe Systems lncorporatedの

登録 商 標 ま た は 商 標 です 。

●The翻 訳 、 CFエ ン ジ ン は 東 芝 ソ リュ ー シ ョン株 式 会

社 の 登 録 商 標 で す 。

● 記 載 され て い る商 品 の名 称 は そ れ ぞれ 各 社 が 商標 と

 して使 用 して い る場 合 が あ り ます 。

● 本 製 品 の 仕 様 は 予 告 な く変 更 され る場 合 が あ りま す 。
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一

  「翻訳者を支援するオンライン多言語レファレンス・ツールの構築」
              (椎茸プロジェクト)について

東京大学大学院 教育学研究科 影浦 峡、阿辺川 武

1.は じめ に

我 々 は現 在 、 主 に オ ン ライ ンの 文 書を翻 訳 し、 オ

ン ライ ン で 翻 訳 文 書 を公 開 して い る ボ ラ ンテ ィア

翻 訳者 を 支援 す る シ ス テ ム を構 築 して い る。プ ロ ジ

ェ ク トは4年 計 画 で 、現 在 は3年 目を 迎 えた と こ ろ

で あ る。 これ まで 、人 間 の 翻 訳 者 を支 援 す る様 々な

シ ス テ ム が提 案 され 、 実装 され 、提 供 され て お り、

TRADOSを は じ め とす る[14]翻 訳者 向 け デ ー タ管

理 シ ス テ ム は 比較 的 よ く使 われ て い る が 、これ らは

コ ンテ ン ツ よ り も コ ン テ ン ツ を 管 理 す る メ カ ニ ズ

ム の側 面 で翻 訳者 を支 援 す る もの で あ る。高 度 な 処

理 メ カ ニ ズ ム を備 え 、次 の 訳 語 候 補 を 推 定 して 表 示

す る シ ス テ ム 等 も提 案 され て い る が[3,5]、利 用 範 囲

は 限 られ て い る。 この 一 因 は、翻 訳 者 の 要 求 と シス

テ ム が 提 供 す る もの とが 一 致 して い な い こ とに あ

る[1,6,7]。

そ こ で我 々 は 、 対 象 とな る翻 訳 者 の ニ ー ズ を 読 み

と り反 映 させ るか た ち で 、オ ン ライ ン翻 訳 者 向 け翻

訳 支援 シ ス テ ム の構 築 を進 め て い る。 も ち ろ ん 、翻

訳 者 の 現 在 の 要 望 を 忠 実 に 反 映 させ るだ け で は 、言

語 処 理 技 術 の 可 能 性 を 十 全 に 展 開 す れ ば あ り え る

か も しれ な い翻 訳 者 の 潜 在 的 要 望 を 引 き 出せ な い

可 能性 は あ るが 、それ を考 え る 一歩 と して も、まず

は 翻 訳 者 の 要 望 を十 分 に 考 慮 す る必 要 が あ る と考

え るた め で あ る。

本 稿 で は 、 最 初 に 翻 訳 とは ど うい う行 為 か を簡 単

に述 べ 、次 い で伝 統 的 に翻 訳 者 が 使 っ て い る レフ ァ

レ ン ス ・ツー ル と参 照 す べ き 言語 単 位 との 関 係 を、

翻 訳 者 へ の 聞 き取 りも交 えて 整 理 し、それ を起 点 と

した レ フ ァ レンス ・ツー ル/メ カ ニ ズ ム の 高度 化 方

針 を定 義 す る。最 後 に 、我 々 が実 際 に 開 発 して い る

翻 訳 支 援 シ ス テ ム の プ ロ トタイ プ を 紹 介 す る。 な

お 、本 稿 で は 、基 本 的 に英 日翻 訳 を想 定 す る。 した

が っ て、 英 語 が原 言 語 、 日本 語 が 目標 言 語 で あ る。

2,翻 訳とい う行為

言語学や 自然言語処理の領域では翻訳は言語的行

為と見なされることが多いが、翻訳者への聞き取り

および翻訳論[9,15]の検討からは、翻訳がX文Y訳

で は な く ま さに 翻 訳 で あ る た め の 基 本 要 件 は 、翻 訳

が 言 語 的 な 行 為 に と ど ま る もの で は な い とい う点

に あ る。 簡 単 に 要約 す る と、第 一 に 、翻 訳 の 単位 は

文 で は な くテ キ ス トで あ り、第 二 に 、翻 訳 者 が 対 象

言 語 テ キ ス トを 作 る際 の 意 志 決 定 は 原 占語 テ キ ス

トに 基づ くだ け で な く、む しろそ れ よ り も 外 部 世

界 を捨 象 した と して も一 原 言 語 テ キ ス トが 置 かれ

て い る原 言語 のテ キ ス ト集 合 、そ れ に 対応 す る 対 象

言語 の テ キ ス ト集 合 、そ れ らに 対 応 す る想 定 読 者集

合 の テ キ ス ト的 親 和性 に応 じて な され る。端 的 に 、㌃

う と、翻 訳 は 言 語 的 行 為 で あ る よ り も社 会 的 な 産物

を創 り出す 社 会=メ デ ィア 的行 為 で あ る。

こ こか ら、 翻 訳 支 援 に お け る基 本 方 針 が 定 ま る,

1.意 志 決 定 は翻 訳者 に ゆ だ ね る こ と。

2.参 照情 報 は 言語 の サ ン プ ル ・コー パ スか らで は な

 く、翻 訳 テ キ ス トと 関連 したテ キ ス ト、あ る い は

 一 応 す べ て を含 む と見 な して よい アー カイ ヴか

 ら提 供 され る 必 要 が あ る こ と。

実 際 、翻 訳 者 の 多 くが 、翻 訳 の 際 に 唯 ・使 え る レフ

ァ レ ンス ・ツー ル/メ カ ニ ズ ム は 、良 質 の 辞 井 と図

書館(オ ンラ イ ン の 世界 で はGoogleも 図 菩館 に 相

当す る)で あ る と語 る の は 、この 第:点flに 対 応 し

て い る[1]。 ま た 、我 々 が 進 め て い るプ ロ ジ ェ ク ト

が 「レフ ァ レ ン ス ・ツー ル の 構 築 」 とい う図 詩館 学

的 な コ ン セ プ トを 強 く打 ち 出 して い る の も こ の 点

に関 わ っ て い る。

3.翻 訳者 の ニ ー ズ と ツー ル

そ こ で 、 レフ ァ レン ス ・ツ ー ル の観 点 か ら翻 訳 者

の 要 望 を 整 理 す る こ と に しよ う。翻 訳 者 に よ って 細

か い 違 い は あ る もの の 、言 語 単位 の観 点 か らは、概

ね 、(1)一 般 語 、(2)熟 語 ・慣 用 句 、(3)固 有 名 、(4)

専門 語 、(5)引 用 句 、(6)簡 単 な連 語 、 の6種 類 が

区別 され る。

それ らに 対 して 、(1)ど ん な 情 報 を参 照す る の か 、

(2)ど ん な ツ ー ル/メ カ ニ ズ ム を 利 用 す る の か 、お

よ び 既 存 の ツ ー ル の 内 容 と活 用 機 能 に 対 す る 満 足

度 を 三段 階 で 整 理 した もの を 、表1に 示 す。 こ こで

「図 書館 」 と して あ る部 分 は 、分 野 の テ キ ス トや 百
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表1:言 語単位 と参照情報 ・ツールおよび利用者の満足度

、}語単位 参照する機能 参照するツール 内容  活用機能

般 語

熟 語 ・慣 川 句

[胡イゴを1

轡:門語

引 川 句

簡 単 な連 語

原 、㌃語 の 意 味 ・対 象 言語 の 表現

原 、亨語 の 意 味 ・対 象 言 語 の 表 現

対 象 、㌃語 の 表 現 ・事 実 情 報

原Fζ語 の 意 味 ・事 実情 報 ・対 象 言 語 の 表 現

既 存 の 訳

対 象 艮ヤ語 の 表現

辞 書

辞 書

人 名 辞典 等 、 図 書館 ・Google

専 門 用語 辞 典 、図 書館 ・Google

図 書館 ・Google

図 書館 ・Google

○

○

△

△

X

X

(
]

X

D

△

X

X

科 事 典 等 、個 人で 所 有 で き る レフ ァ レン ス ・ツー ル

に収 ま らな い様 々な 資料 を参照す る こ とを意 味す る。

個 別 の レフ ァ レン ス ・ツー ル と図 書館(あ るい は

Google)の よ うな総 合的 な レフ ァ レン ス ・メカ ニ ズ

ム とは 異 な る が 、これ らを 一様 な もの と と ら え るな

らば 、ツー ル に 対 す る翻 訳 者 の満 足度 は 、内 容 と活

用(検 索)機 能の2点 か ら、表1の よ うに整 理 で きる。

 一一般 語や 熟 語 ・慣111句 に つ い て は 、 各 翻 訳 者 が お

気 に入 りで 使 っ て い るい くつ か の 辞 書 で 内容 的 に

は ほ ぼ満 足二して い る。 た だ し、熟 語 ・慣 用 句 に つ い

て は 、検 索機 能 が 不 レ分 で あ る。固 有 名 と専 門 語 に

つ い て は 、既 存 の 辞 典 類 が 充実 して い る領 域 で は そ

れ な りに使 え る もの の 、全 体 と して は 、辞 典 類 で は

1一分 で な い場 合 が 多 い、、引 用 句 や 連 語 に つ い て も同

様 で あ 翫 、対 応 して 、これ らの 言語 単 位 を対 象 とす

る ツー ル の 活川 機 能 につ い て は 、辞 典 等 の レベ ル で

は 、内容 の 不 卜分 さか ら 「求 め てい る情 報 が あ るの

か な い の か 判断 しに くい」 こ とが 影 響 して お り、図

蒔館 に お け る探 索 で は 、文献 探 索 は 体 系 的 に で きて

も、言語 単位 の 探 索 が 体 系 的 に で きな い こ とが 、求

め る情 報 の 発 見 に 困 難 を 引 き起 こ して い る。

4.ツ ール の 高度 化 方 針

前 節 で の 整理 か ら、ツー ル の 高 度 化 方針 を 、参 照 言

語 単位 の種 類 ご とに 定義 す る こ とが で き る。

4.1一 般 語

 一般 語 につ い て 、翻 訳 者 は 冊 子体 お よ び 電r辞 書

に満 足 して い る、,した が っ て 、翻 訳 支 援 シ ステ ム が

既 存 の 優 れ た 辞 詩を 提 供 で き るか ど うか が 内 容 的

な 問題 とな る が 、これ は 、 ビジ ネ ス ・モ デ ル の 問題

とな る。活 川機 能 に つ い て 、オ ン ライ ン文 書 の 翻 訳

で は 、"理 解.com"1の よ うな 自動 的 な 辞 書 引 き機 能

が 必 要 とな るが 、技 術 的 な実 現 は 容 易 で あ るた め 、

1http;〃www
.rikai.com1

問題 はイ ン タ フ ェー ス の使 い勝 手に集 約 され る。

4.2熟 語 ・慣 用 句

多 くの 翻 訳 者 が熟 語 ・慣 用 句 の 検 索 機 能 向 トを 求

め て い る。比 較 的熟 練 した翻 訳者 で も、熟 語 ・慣 用

句 を相 対 的 に 苦 手 と して い る場 合 が少 な くな く、頻

繁 に 辞 書 を参 照 す る が 、そ の 際 、見 出 し語 を推 定 し

て 引 か な くて は な らな い こ とが 大 き な 問題 とな る。

ま た 、翻 訳者 は 、熟 語 ・慣 用 句 を 明確 に 認 定 す る場

合 ば か りで は な く 、 「この あ た りは熟 語 と考 え な い

と意 味 が 通 じな い 」とい った か た ちで 消極 的 に 認 定

す る こ と も多 い。

した が っ て 、熟 語 ・慣 用 句 につ い て は 、既 存 の 高

品 質 辞 書 の エ ン ト リー とテ キ ス トと の 自動 的 な マ

ソチ ング が 課題 とな る。 と りわ け、辞 書に 掲 載 され

て い る標 準 形 とテ キ ス トに 出現 す る 異形 との 柔 軟

な マ ッチ ン グ が 重 要 な言 語 処 理 技 術r.の 課 題 で あ

る。実 際 、テ キ ス トに 出 現 す る異 形 は 爵語 学 が 述 べ

る異 形 の範 囲 よ り もは る か に 広 い。

なお 、少 な か らぬ 翻 訳 者 が 、た だ一 つ の 正解 を シ

ス テ ム が提 示 す る の で は な く、い くつ か の 候 補 を適

切 に 提 示 す る こ とが 望 ま しい と指 摘 す る 。 翻 訳 者

は 、最 終 的 に は翻 訳 の 正解 と して採 用 しな くて も、

正 解 へ の 確 信 度 を 高 め る た め に 可 能 な解 釈 を 複 数

検 討 す る こ とが少 な くな い。翻 訳 者 が 検 討 す る候 補

範 囲 か ら大 き く外 れ な い 複 数 の候 補 を翻 訳 者 の 検

討 を促 す か た ち で うま く提 示す る こ とが 、熟 語 ・慣

用 句検 索 高度 化 の 具体 的 な 目標 に な る。現 在 、我 々

は 岡 山 大 学 を 中 心 に 挿 入 や 置 換 に よ る 異 形 を検 索

し表 示す る シ ス テ ム を構 築 し、翻 訳 支 援 シ ステ ム ヒ

で の評 価 を行 っ て い る[12]。

4.3固 有 名

固 有 名 は 、 レフ ァ レン ス ・ツー ル と して の 内 容 的

拡 充 が求 め られ て い る。 と りわ け 重 要な の は 、エ ン

トリー 量 の拡 充 で あ る。翻 訳 者 は 、人 名 に 関す る古

典 的 な レフ ァ レン ス と して は 、い くつ か の 人 名 辞 典
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お よび 図 書館 の 各 国 概 説 テ キ ス トの 巻 末 索 引 等 を

参 照す る こ とが 多 い。オ ン ライ ン上 で の 参 照 は 、原

綴 か ら音 表 記 を 類推 してGoogleを 参照 し、周 辺 情

報 か ら該 当 す る情 報 を判 断す る の が標 準 的 な翻 訳

者 の 手続 き で あ る。

した が っ て 、 固 有 名 辞 典 を 拡 充 させ る と と もに 、

翻 字規 則 等 を用 い たGoogleに よ る 固有 名 対 訳 検 索

シ ステ ム を 実装 す る こ とが有 益 で あ る。現 在 、名 古

屋 大 学 を 中 心 に この モ ジ ュ ー ル の 実 装 は ほ ぼ 終 了

し評価 して い る段 階 で あ る。

4.4専 門語

専 門 語 は 、 固 有 名 と同 様 、 何 よ りも、 見 出 し語 の

拡 大 が 求 め られ て い る。翻 訳 者 は 、該 当分 野 の 専 門

用 語辞 典 を 参 照 す る ほ か 、図書 館 でテ キ ス トの巻 末

索 引等 を 参 照す る。オ ン ライ ン 上で は 、原 語 か ら語

構 成 要 素 の 訳 を 手 が か りにGoogleを 参 照 す る 手 法

が よ く用 い られ る。 した が って 、専 門用 語 辞 典 を拡

充 させ る と と もに/た め に 、語構 成 要 素 の訳 関係 な

ど も積 極 的 に利 用 した 用 語 収 集 の メ カ ニ ズ ム が 求

め られ る。これ に つ い て は現 在 筑 波 大学 を 中心 に 開

発が進 め られ て お り[13]、 予備的 な評価 も進 んで い る。

4.5引 用 句

引用 句 に つ い て は 、 冊 子 体 で もオ ン ライ ン で も 、

現 れ う る もの の 全 体 を探 す よ り も、翻 訳 者 が過 去 に

見 た もの を 探 す 探 索 が 多 い。 この た め 、一般 に 、最

初 か らテ ー マや 分 野 で探 索 空 間 は しぼ られ て い る。

した が っ て 、我 々 は 、翻 訳者 が 訳 して い る 文 書 と関

連 した 文 書 で 、既 に 訳 され た 文 書 の 翻 訳 対集 合 を オ

ン ライ ンで 探 し、それ を 対 象 範 囲 と して 引 用 句 を 検

索 す る シ ステ ム を開 発 中 で あ る[11]。 オ ン ライ ンで

公 開 され て い る翻 訳 文 書 を 自動 的 に収 集 す る シ ス

テ ムは 、 す で にr備 的 な 実 装 が で きて い る。

4.6簡 単 な 連 語

簡 単 な 連 語 とは 、 た とえ ば 、"successful vote"'の

よ うに 、誰 に で も意 味 は わ か る が 、い ざ翻 訳 しよ う

とす る と 日本 語 で 自然 な 表 現 を 探 す こ とが 難 しい

も の で あ り、 翻 訳 者 の 熟 練 度 に 大 き く関 わ っ て い

る。 これ に つ い て は 、 と りわ け初 心 者 翻 訳 者 の ニ ー

ズ は 高 い も の の 、翻 訳 者 自身 も情 報 探 索 パ ター ン を

体 系化 で き て い な い。現 在 、我 々 は 、言 語 表 現 上 の

訳語 の 不 自然 さを評 価 し代 替 を提 案 す る枠 組 み で 、

下 訳 と完 成 訳 と原 文の 三対 の 比 較 分 析 を進 め て い

る が 、これ が ヒ手く行 くな らば 、連 語 の翻 訳 候 補 検

索 もそ の 中 に 取 り込 まれ る 可能 性 は あ る。 た だ し、

この よ うに 定義 され た 支援 は 、これ ま で述 べ て き た
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い わ ゆ る レフ ァ レン ス ・ツ ー ル の 拡 充 とい う問題 定

義 とは少 し異 な っ た とこ ろ に位 置づ け られ る、,

5.QRedit:翻 訳 者 向 け エ デ ィ タ環 境 プ ロ トタイ プ

我 々 は 、 現 在 、 ヒ記 の モ ジ ュー ル に つ い て分 担 で

開発 を進 め る と 同時 に 、イ ン タ フ ェー ス を 含 め た総

合 的 な オ ン ライ ン翻 訳 者 支援 エ デ ィ タ環 境 プ ロ ト

タイ プ"QRedit"の 構 築 を 進 め て い る,,シ ステ ム は 、

サ ー バ ・ク ライ ア ン ト方 式 で 実 装 され 、 ユ ー ザ は

Webブ ラ ウザ を通 して利 川 す る.図1に 、 QRedit

の画 面イ メー ジ を示 す 。エ デ ィ タは原 文 詐領 域 と翻

訳 文 書 領 域 と に分 割 され る。利 川 者 は環 境 に よ り縦

の分 割 と横 の 分 割 か ら作 業 しや す い 分 割 を選 ぶ こ

とが で き る。原 文 書領 域 と翻 訳 文 、1纐域 の ス ク ロー

ル は 同期 して お り、原 文 爵の パ ラ グ ラ フ ご と に 同期

ポイ ン トが 設 定 され て い る、、

5.1原 文 書 領 域 の 機 能

翻 訳者 は原 文 書 のURLを 指 定す る(そ の場 合 シ

ステ ム は タ グ解 析 を行 いテ キ ス ト領 域 を抽 出 す る)

かテ キ ス トを貼 り込 み 、辞,妻享引 きを オ ン にす る,,シ

ス テ ム は 単 語 列 に 対 し辞[#エ ン ト リとの 照 合 を行

な う。

辞 書 引 き機 能

翻 訳 者 が 原 文 書の 単 語 に マ ウ ス ・カー ソル を あ わ

せ る と、シ ス テ ム は翻 訳候 補 を ポ ップ ア ップ で 表示

す る。辞 書 は 現 在 こ省 堂 『グラ ン ドコン サ イ ス英和

辞 典 』[10]と 『英 辞 郎 』[41と が組 み 込 まれ て い る,,

辞 書 引 き の際 に は 、 単純 語 の 辞 、垂矧 き だ け で な く 、

挿 入 や 置 換 を考 慮 した熟 語 の さ ま ざ ま な 異形 ま で

引 け る よ うに な っ て い る(図1び)ポ ップ ア ップ 画 面

は"with his big fat tongue in his big fat cheek"と

い う出現 形 が 、"with one's tongue in one's cheek"

とい う熟 語 の 辞Aエ ン トリ とLTく マ ッチ して い

る と ころ を 示 して い る)[12]2。

翻訳 表現 候 補 の提 示

シ ステ ム は、2種 類 の候 補 表 示機 能 を備 え てい る、、

一 つ は
、原 文 書 領 域 の 中で の ポ ップ ア ップ に よる簡

略 化 され た 表 示 で あ り、こ こで は訳 語 候 補 だ け が 表

示 され る。 も う一 つ は 、 ウ ィン ドウ内 の 大 半を 占有

す るポ ップ ア ップ 領 域 を'1:成 し、辞}_llに含 まれ る 見

出 し語 の 情 報 を す べ て 表 示 す る もの で あ る,,前 者 は

'1こ の 機 能 を ト分 な か た ち で 組 み 込 ん だ 機 械 翻 訳 シ ステ

ム ・翻 訳 支援 シ ス テ ム は我 々が2006年 夏,貰で に 調 べ た1;艮

りで は存 在 しな か った,,



ち ょっ と した確 認 に 、後 者 は複 数 の 辞 書 の 記 述 を総

合 的 に 考 慮 しな が ら訳 語 や 意 味 を深 く検 討 す る際

に 適 して い る。

5.2原 文 書領 域 と翻 訳 文 書領 域 の 関係

翻 訳 者 は 、 マ ウス ク リ ッ クに よっ て 、 原 文 書 領 域

中 で 表 示 させ た 訳 語 候 補 を 翻 訳 文 書 領 域 に 自動 的

に コ ピー で きる。 また 、数 値 表現 を 自動 的 に 日本 語

の 表 現 に 変 換 ("Seventeen thousand three

hundred fifty'"や"1.3 billion"を 「1万7350」 や

「十一三億 」 等 に)し コ ピー す る機 能 を有 して い る。

これ らの機 能 に よ り長 い 固 有 名 詞 や 数 値 表 現 の ミ

ス タイ プ を 防 ぐ こ とが で き る。 一 般 にWebブ ラ ウ

ザ 内 で は 、マ ウス ク リ ック を行 な う とキー ボ ー ドの

カ ー ソル もそ の オ ブ ジ ェ ク トへ と移 動 す る が 、本 シ

ステ ム で は 原 文 書領 域 内 で どの よ うな マ ウス 操 作

を 行 っ て も、キー ボー ドカー ソル は 常 に翻 訳 文 書 領

域 に 留 まる よ うなL夫 を して い る。そ の た め 、マ ウ

ス とキ ー ボ ー ドの独 、励生に慣 れ れ ば 、翻 訳 文 書 作 成

作 業 の リズ ム を崩 さず に辞 書 引 きや コ ピー を 行 う

こ とが で き る。

5.3翻 訳 文書 領 域

翻 訳 文 書 領 域 で は 、 オー プ ン ソー ス のWISWIG

型Webエ デ ィタFCKeditor3を 用 い て い る。 文 書

は 簡 単 な 文字 装 飾 も含 め たHTML形 式 あ るい は テ

キ ス ト形 式 で保 存す る こ とが で き る。あ らか じめ 原

文 書 と同 じパ ラ グラ フ構 造 に分 割 され てい るた め、

翻 訳者 は 好 き な箇 所 か ら翻 訳 で き る。

5.4翻 訳 者 の 「気 付 き 」 を利 用 した 強調 表示

レフ ァ レン ス ・ツ ール の 高度 化 とい う点 で は 、 複

数 の 辞 書や 百科 事 典 な ど シ ス テ ム が提 供 で き る 情

報源 は 、原 則 と して 多 けれ ば 多 い ほ どよ い。 しか し

一一方 で
、膨 れ あが る情 報 を等 価 な 方 法 で 提 示 す るだ

け で は 、い た ず らに 画 面 が複 雑 に な り、シス テ ム の

使 い勝 手を悪 化 させ る原 因 と な る。 また 、4.2で 少

し述 べ た こ とに 関連 す るが 、翻 訳 者 の 主 体 的 な 探 索

行 動 に受 動 的 に応 え るべ き場 合 と、翻 訳 者 の 「気 付

き」 を促 す こ とが 有 効 な 場 合 とが あ る。 例 え ば 、単

語 は読 み 違 い を除 けば 見 落 と しよ うが な い が 、熟語

に気 付 か な か った り、あ る表 現 が 専 門 的 な 意 味 を持

る こ と を 見落 とす とい った 場 合 もあ る。

そ こで 我 々は 、 情 報 の 性 質 と重 要 度 に応 じて ユ ー

ザ に 「気 付 き」 を促 す 機 能 考 え て い る[2]。 熟 語 ・

慣 用 句 を例 に と る と、出 現 頻 度 が 少 な くそ の 存在 を

知 らな い と 訳 出 で き な い よ うな 難 しい語 句 に 関 し

ては、「気付いて」もらうように強調表示の度合を高

めた り、中高生 レベルの簡単な語句では強調表示を行

わないといった調節を可能にする。現時点では、語句

の難易度、語句の構成、語句の専門性、情報源 といっ

た要素に基づき強調表示の度合を決定 している。

6.お わ りに

本稿では、 レファレンス ・ツールの高度化とい う観

点から、翻訳者を支援するために必要 となる基本的な

要件を整理 し、それに基づき我々が構築 している翻訳

支援機能とシステムの概要を述べてきた。

翻訳者への聞き取 り調査から明らかになった重要な

点は、第一に翻訳が言語的なレベルではなくテキス ト

=メ デ ィア的なレベルでの要因に基づく雷語上の意

志決定行為であるとい うことであ り、第二にそれに対

応 して翻訳者は宙に浮いた構造的に参考になる言語

表現例を求めているのではなく、具体的な言語表現に

対して、これまで具体的に特定の場所で特定のかたち

で与えられた表現や情報を求めているとい う点であ

る[8]。その意味で、レファレンス ・ツールの基本 と

なるのは、探索の対象となっている単位そのものにつ

いての具体的な先行存在である。既存の高品質辞書 と

図書館が基本的な参照の枠組みとなっているのは、ま

さにこれがゆえであり、Googleも 、一つの歴史的な

世界として、「そこになければあきらめる」とい う位

置づけがなされている限りにおいて、参照に足るもの

と見なされている。

したがって、システムに求められ るのは翻訳者に代

わる意志決定ではなく翻訳者の意志決定を支援する

こととなる。また、内容の拡充が求められている固有

名や専門語については、それな りに明確に規定された

範囲の中で、歴史的に表現されてきた固有名や専門語

を包括的にカバーす ること、あるいは一定の有用な方

針のもとで体系的かつ一貫 した語彙を収集 し提示す

ることが求められる。これに対応 して、評価方法も従

来の自然言語処理的な評価 とは異なってくる。具体的

にどのような視点からどう評価を行 うかについても、

システム全体および個別のモジュールの開発 ととも

に、今後、より明晰に定式化 して配慮 して行く予定で

ある。

なお、本研究は、日本学術振興会科学研究費補助金

基盤(A)「 翻訳者を支援するオンライン多言語レファ

レンス ・ツールの構築」(課題番号17200018)の 支援

を得て行われている。

{http:〃www .fckeditor.net/
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一

 科学技術文献を対象とする日中機械翻訳システム開発プロジェクト

独立行政法人晴報通信研究機構 井佐原 均

 科学技術が発展し、世界中が瞬時に1青報を共有で

きるようになった現在、世の中に存在す るさまさま

な知識を活用できるかどうかが、個人の生活の充実

に大きな影響を与えるようになっています。知識の

多くは員葉によって表現されてお り、日本語 ・英

語 ・中国語といった言語の違いが、知識の流通と利

用の大きな妨げになっています。このような言語障

壁の克服をめさし、情報通信研究機構(NICT)、 科

学技術振興機構(JST)、 京都大学(黒 橋禎夫教授)、

東京大学(辻 井潤一教授、中川裕志教授)、 静岡大

学(梶 博TJ教 授)の5機 関は協力して、平成18年

度からの5年 間で科学技術文献を対象とする実用

的な日中 ・中日機械翻訳システムを開発 します。

 この研究開発の一部は、科学技術振興調整費 ・重

要課題解決型研究等の推進 「日中 ・中日言語処理技

術の開発研究」 として実施 されます。主として解

析 ・翻訳エンシンの開発、プロトタイプシステムの

開発 ・改良を盾報通信研究機構および京都大学が担

当し、言語資源の収集、構築 を東京大学、静岡大学、

科学技術振興機構が担当します。

 このプロジェクトでは翻訳手法として、言語の構

造をより深 く考慮 した用例ベース翻訳を用います。

基盤 となる技術 として、日本語や中国語の解析シス

テムの性能向上を図ります。また、用例翻訳の手法

を科学技術文献等の長く複雑な文にも対応できる

ように改良を進めます(図1)。
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図1 日中 ・中 日機械翻訳システムの概要
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 この手法の実現のためには、大量の用例(対 訳コ

ーパス)を 蓄積する必要がありますが、我々は数百

万文規模の 日中対訳コーパスを開発する予定です。

また、科学技術文献の翻訳 ・情報検索用辞書を対訳

コーパスか ら半自動作成する手法を確立します。

このようにして開発される大規模な言語資源を用

いた機械翻訳プロ トタイプシステムを開発 して実

証実験な らびに評価を行ないます。プロジェク ト

の途中段階でも、コーパス等の言語資源は可能な限

り研究用に公開する予定です。

 今回、開発するシステムの概念図を前頁に示しま

す。実際のシステムは 日中・中日双方向のシステム

です。

 欧米諸国と比べて、特にアジアにおいては英語で

の情報流通には困難が伴います。今回の研究開発に

おいては、アジア諸国の一員としてのわが国の責務

として、アジア言語の機械翻訳の実現を目指 し、そ

の第…歩として、特に科学技術の進展が顕著である

中国を対象に科学技術文献を主たる対象 とする機

械翻訳システムの開発を行 うこととしました。

 この実現により、言語障壁のために中国国内のみ

で流通 している有益な科学技術情報を、我が国の研

究者 ・技術者 ・事業者が容易に活用することができ

るよ うになり、共同研究事業の設立など大きなビジ

ネスチャンスにも繋がるで しょう。また、日本が最

先端を担 う科学技術分野の文献が中国国内で流通

することにより、中国における科学技術の発展 も期

待できます。

 さらに、他のアジア言語の言語資源を整備すれ

ば、解析・翻訳エンジンを大幅に変更することなく、

それ らの言語への展開が可能 となります。各国語の

言語資源の整備 も本研究の成果の利用によ り効率

良く行なえるようになることが期待できますので、

日本語や中国語以外のアジア言語についても比較

的容易に母国語で科学技術情報を検索・閲覧できる

ようになり、アジア各国の科学技術文献情報がアジ

ア地域全体で流通しやすくなると期待されます。

 これ ま で 、機 械 翻 訳 の 実 装 に は 、変 換 方 式 や 中 間

言 語 方 式 な どが 用 い られ て き ま した。い ず れ の 方式

も人 手 に よ る さ ま ざ まな 知 識(文 法 規 則 、単 語 辞 井、

意 味 辞 書 な ど)の 作成 が 必 要 で あ り、そ の よ うな 知

識 の 一 貫性 を持 った 作 成 は 非 常 に 困 難 です 、,

 一 方 、人 間 が翻 訳 を す る とき に は 、この よ うな 知

識 を適 用 して い るの で は な く 、過 去 に読 み 聞 き した

こ との あ る類 似 した 文 の 訳 を組 み 合わ せ て 、翻 訳 を

してい るだ ろ うとい う考 え方 か ら 、用例 翻 訳 の 考 え

がAAMTの 初 代 会 長 の 長 尾 眞 先 生 に よ り1981年 に

提 案 され ま した 。当時 は コン ピュー タの 能 力が ト分

で は な く、この 手 法 を 実用 的 な シ ス テ ム に実 現 す る

こ とは 出来 なか った の です が 、近 年 、コ ン ピ ュー タ

の能 力 が 向上 し、ま た 、文 を そ の ま ま例 と して 使 う

の で は な く、文 法 的 に解 析 したLで 、人 力 文 と蓄 積

され た 用 例 文 の 類 似 性 を 判 定 す る 手法 が 開 発 され

た こ とに よ り、実 用 的 な 用 例 翻 訳 シ ステ ム を 開 発す

る基盤 が整 っ て き ま した。

 用例 翻 訳 で は 、膨 大 な 対 訳 コー パ スに 含 まれ る 例

文 と入 力 文 の類 似 性 を利 用 して 翻 訳 し ます,,こ こで

必 要 とな るの は 用 例 とな る対 訳 コー パ ス と、文同 ト

の 類 似 性 を 判 定 す る方 法 で あ り、大規 模 な 規 則 を 作

成 す る必 要 は あ りませ ん 。ま た 、用 例 を追 加 す る こ

とに よ って 翻 訳 の 質 が 向 上 す る 、また 、川 例 の 訳 に

は前 後 関係 に よ る訳 の違 いが 自然 に含 まれ て お り、

機 械 翻 訳 の 訳文 に もそ れ が反 映 され る 、とい った 特

徴 が あ ります 。

 科学 技 術 の 目的 は 、あ ま ね く人 々に能 力や 地 位 に

関 わ らず 平 等 にす ば ら しい 生 活 を 提 供 す る こ と に

あ りま す。私 た ちは コ ン ピュー タに β語 を 処理 す る

能 力 を与 え る こ とに よ り、世 界 中 の 人 々が 能 力(語

学 力)や 地 位(通 訳 を雇 え るか)に 関 わ らず 、 、言語

障 壁 を意識 せず にす む環境 の実 現 を 目指 して い ます、、

今 回 の機 械 翻 訳 シ ステ ムの 研 究 開 発 に よ り、そ の よ

うな 目標 の一 端 が 達 成 で き る と期 待 して い ます 、,
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一

       『機械翻訳技術のイノベーションシンポジウム』報告

独立行政法人情報通信研究機構  内元 清貴

 機 械 翻 訳技 術 の イ ノベ ー シ ョン シ ンポ ジ ウ ムは 、

科 学 技 術 振 興 調 整 費 《直 要 課 題 解 決 型 研 究 等 の 推

進》 「日中 ・中 日 、亨語 処理 技 術 の 開 発 研 究 」 プ ロ ジ

ェ ク トの ア ウ トリー チ 活 動 の 一環 と して 、2007年

3月511、 東 泉 のJSTホ ー ル で 開催 され ま した。

参加 者 は 、llと して 、大学 や 企 業 、研 究 機 関の 研 究

者 ・技 術 者 で した。当 日の 参加 者数 は定 員 の120名

を超 え、シ ンポジ ウムは大盛 況の うちに終 了 しま した。

 プ ログ ラム は 、NICTの 長 尾 理 事 長 とJSTの 沖

村 理 事長 の 挨 拶 に 始 ま り、プ ロ ジ ェ ク トの 研 究 代 表

者 で あ るNICTの 井 佐原 グル ー プ リー ダ の概 要 紹

介 、海 外 か らの招 待 講 演3件 、プ ロ ジ ェ ク ト紹 介 の

講 演4件 が続 き、最後 にクロー ジング とい う流れ で した。

 最 初 の 招 待 講 演 者 は 南 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学

(USC)情 報 科 学 研 究 所(ISI)のEduard Hovy教 授

で 、 「Innovations in MT:Enabling`Shallow'

Semantics-Based MT」 とい うタイ トル で 講 演 して

くだ さい ま した。現 状 の機 械 翻 訳 で は統 語構 造 ま で

の 処 理 を 行 な うの がi三流 です が 、Hovy教 授 は 、 さ

らに そ の 先 の 意 味処 理 の 重 要性 を説 き、成 功 例 を 挙

げ て 意 味 処 理 の機 械 翻 訳 へ の 利 用 可 能 性 を 示 され

ま した。 そ の成功例 とい うの は、 古 くか ら人工知能 の

一
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      Hovy教 授の講演の様r

分 野 で 研 究 され て きた 知 識 表 現 、ア ブ ダ ク シ ョン な

どの 推 論機 構 、お よ び 、最 新 の構 文 解 析 技 術 を用 い

る こ とに よ り、ブー トス トラ ップ 的 にテ キ ス トか ら

知 識 を 自動 獲 得 ・拡 張 す る枠 組 み(「Learning by

Reading(LbR)」)が 実現 可 能 で あ る とい うもの で

した 。 現 状 で 、 教 科 書 レベ ル な ら高 校 の 読 解 試 験

(AP Exam.)に 合 格 で き る よ うな 実 用 規 模 の 意 味 処

理 シ ス テ ム が 実 現 で き る そ うです 。この 枠 組 み が 機

械 翻 訳 に適 用 で きれ ば 、テ キ ス トか ら 自動 的 に 意 味

知識 を獲 得 ・拡 張 しどん どん 賢 くな っ て くれ る よ う

な機 械 翻 訳 シ ス テ ム が で き る こ とに な ります 。ま さ

に夢 の よ うな話 です 。

 二 番 目 の招 待 講 演 者 は マ イ ク ロ ソ フ ト リサ ー チ

(Microsoft Research)のWilliam Dolan博 士 で 、

「MSR-MT:Microsoft's MT Effort」 とい うタ イ ト

ル で講 演 して く だ さ い ま した 。マ イ ク ロ ソフ トリサ

ー チ は 世 界 に 先 駆 け て 用 例 ベ ー ス 翻 訳 シ ス テ ム を

実 用 化 し、英 語 の マ ニ ュ アル を他 の 言 語 に翻 訳す る

際 に利 用 して 翻 訳 コ ス トを抑 えて き ま した 。当初 の

シ ステ ム は 、Logical Form(LF)と 呼 ばれ る 言語 学

的 単 位 を 用 い る こ とに よ り うま く用 例 を汎 化 して

い ま した が 、用 例 問 の 優 先 度 を ど う決 め るか が 大 き

な 問題 で した。 と ころ が 、 近 年 、Treeletと 呼 ば れ

る 依 存構 造 木 の 部分 グラ フ を 用 い る こ とに よ り、言

語 学 的 に適 切 な 単位 を な るべ く保 持 しつつ 、統 計 翻

訳 の 手 法 も うま く採 り入 れ 、優 先度 の 問題 を 解 消 す

る こ とに成 功 しま した。 さ らに 、原 言語 の依 存構 造

を 用 い て 目的 言 語 の 構 造 を推 定す る こ とに よ り、目

的 言 語 の構 文解 析 シ ステ ムが な く て もTreeletを 獲

得 で き る仕 組 み を考 案 し、英 語 か ら他 の 言語 へ の翻

訳 の コ ス トを 大 幅 に 削 減 す る こ と に も成 功 しま し

た 。この よ うなマ イ ク ロ ソフ トリサ ー チ の成 功 例 に

は 学 ぶ こ とが 多 い よ うに 思 い ます。
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Dolan博fは 、イ ン ター ネ ッ ト ヒの テ キ ス トは 英 語

以 外 の言 語 で 書か れ た もの が3分 の2を 占 め てい る

こ とや 、ア ジ ア 言 語 の 比 率 が増 して い る こ と、ア ジ

ア経 済 の 発 展 に よ る コ ミュニ ケー シ ョンの 増 大 な

ど を背 景 に、今 後 、翻 訳 の ニ ー ズが 増 し、機 械 翻 訳

の重 要 性 が 高 ま っ てい くだ ろ うと}測 してい ます 。

また 、機 械 翻 訳 の 技 術 が 機 械 翻 訳 に 留 ま らず 言 い 換

えや 文法 誤 りの訂 正 な ど広 く応 用 で き る こ と を例

示 し、機 械 翻 訳 だ けで な く機 械 翻 訳 「技 術 」の 需 要

も増 え る 可能 性 が あ る こ とを示 唆 しま した。 しか

し、そ の た め に は学 習 デ ー タ とな る言 語 資 源 が 不 足

して い る こ と を指 摘 し、言 語 資 源 の 重 要性 も強 調 し

てお られ ま した。
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    Dolan博 士 の 講演 の 様 子

 三 番 目の 招 待 講 演 者 は 中 国 科 学 院 自動 化 研 究 所

(CASIA)のXu Bo教 授 で 、 「Convergence of MT

Methodology and Its Perspective」 とい うタイ トル

で講演 して くだ さい ま した。近 年 、統 計 翻 訳 の 手法

が活 発 に研 究 され てお り、そ の成 果 は 目覚 しい も の

が あ り ま す 。 そ の 着 実 な 性 能 向 ヒの 様 子 は 、

HTRDPやNIST、 IWSLTと い っ た評 価 型 ワー ク

シ ョ ップ の 報 告 よ り知 る こ とが で き ます 。 しか し、

そ の 発 展 の 過 程 で機 械 翻訳 の 方 法論 は淘 汰 され 、近

年 は どれ も同 じ方 向 に 向 か って 収 束 して い っ て い

る よ うに も見 え ます。Xu教 授 は 、 講 演 の 中 で 、統

計 翻 訳 の 歴 史 を 概 観 しつ つ そ の 点 を 指 摘 して お ら

れ ま した 。中 国 で も国 を あ げ て 同様 の 方 向 に 向 か っ

て い る よ うで す 。これ ま で 、独 自に 評 価 型 ワー クシ

ヨ ップ や 統 計 翻 訳 に つ い て の ワー ク シ ョ ッフ を 開

催 し、研 究 者 が 集 ま っ て 方 法 論 を 吟 味 し、 レ要テ ー

マ を決 め て 皆 で 取 り組 む こ との よ り、着実 に機 械 翻

訳 の性 能 を向 上 させ て きた よ うで す、、近 年 のiモ要な

研 究 テ ー マ と して は 、例 え ば 、固 有 表現 な どに 対 す

る前 処 理 の 手法 、句 に 基 づ く統 計 翻 訳 の 手法 、統 語

構 造 に 基 づ く統 計 翻 訳 の 手 法 、複 数 の 機 械 翻 訳 結 果

の 融 合 方 法 な どを 例 と して 挙げ られ て い ま した、,さ

らに 、現 在 、そ の 成 果 をベ ー ス と して 、 多 、ζ語 環 境

に お け る人 間 と人 間 あ るい は 人 間 と機 械 との 対 話 、

多 言 語情 報検 索 、多 言語 資 源 の 構 築 とu:有 な どに 関

す るプ ロ ジェ ク トが進 行 中 との こ とです 、,近年 の 中

国 に お け る機 械 翻 訳 技 術 の 発 展 に は 目を 見張 る ば

か りです 。

 シ ン ポ ジ ウ ム の 後 半 は プ ロ ジ ェ ク ト関 係 者 の 発

表 で 、専 門 用 語 対 訳 辞 書 、 中国 語 の 専門 川 語 、川例

ベ ー ス翻 訳 シ ス テ ム 、タ グ付 き対 訳 コー パ スの 構 築

お よび そ の基 盤 技 術 に つ い て 、最 新 の 研 究 内 容 を 紹

介 す る とい う もの で した、 この プ ロ ジェ ク トで は 、

100万 文 対 規模 の 日中 対 訳 コー パ ス、II中 専門 川 語

対 訳 辞 書 な どの 言語 資 源や 、 中 国 語 解析 シ ステ ム 、

用 例 ベ ー ス翻 訳 シ ス テ ム な どを 開 発 し、順 次 公 開 す

る予 定 で す。そ れ らが 様 々 な形 でIIIに お け る機 械

翻 訳 技 術 の底 上 げ に 繋 が る こ と を期 待 して い ます 、,
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イ ン ター ネ ッ ト機 械 翻 訳 サ ー ビス リス ト

                             AAMTイ ンターネッ トワーキンググループ

★ 本リス トでは、AAMT独 自調査による機械翻訳サービスを行なっているWebペ ージを記載 しています。辞

  謝1き サービスは原則として非掲載です。本 リス トに記載されていない機械翻訳サービス、あるいは記載

  されているサー ビスのURL変 更1停止などがございましたらご連絡頂けると幸いです。

★ 言語欄は、翻訳前あるいは翻訳後の言語として指定可能な言語を表し、翻訳方向は表していません。

★ 以 ドのサイ トにアクセスしたことによる一切の損害を当協会は補償いたしません。

★ 順不同

                                   最終更新 日:2007年5月7日

サ イト(サー ビス)名

Altavista Babel

Fish Translation

AMIKAI

@nifty

ATLAS

BIGLOBE

clickq Japan

Cyber G-BOC

英語ナビ

ePal.com

Excite

Foreignword.com

Free Translation.com

サービス内容

Web/Text

対象 言語

英仏独西伊葡中日韓露

http://world.altavista.com/

Text 英仏独西葡中日韓

http://www.amikai.com

Web/Text 英日韓中

http://www.nifty.com/globalgate/

Text 英日

http://software.fujitsu.com/jp/atlas/sample.html

Web/Search 英中日韓

http://honyaku.biglobe.ne.jp/

Web 日韓

http://www.clickq.com

Web/Text 英日中

http://www.g-boc.com/j/cyber/search index.htm1

Web/Text 英日韓

http://eigo-navi.com/

Text 英仏独西伊葡中

http://www.epals.com/translation/

Web/Text/MS Office/Search 英日中韓

http://www.excite.co.jp/world/

Text 25言 語

http://www. foreignword.com/Tools/transnow.htm

Web/Text 英仏独西蘭葡日ノルウェイ

http://www.FreeTranslation.com/
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Infoseek

石川新情報書府

J-Server

金 沢100万 石 ま つ り

関 西 コ ン シ ェル ジ ェ

Language Engineering

LogoVista e・Trans

Microsoft Office

Update Home

Newstran.comm

Paran Go Japan!

OCN

ParSit

Poltran.com

ProMT

Q州 マ イ ー コ ンシ ェル ジ ェ

ReaD

Reverso

Rustran.com

Web/Text 英中日韓仏独伊西葡

http://www.infoseek.co.jp/Honyaku

Web 英日

http://shofu.pref.ishikawa.jp/

Web/Text/Chat/Mail 英中日韓

http://www.j-server.com/index.shtml

Web 英日

http://www. I OOmangoku.net/

ChadMail/BBS 日韓

http://www.my-concierge.org/kansai/index.htm

Web/TexdFile/Mail 英仏独西伊葡中日

http://www.lec.com/

Web/Text 英仏独西伊葡日韓

http://e-trans.logovista.co.jp/

Text 英日

http://software.fujitsu.com/jp/honyaku/eservice/index.html

Web/Text/News 英仏独伊西葡中日韓アラビア

http://www.newstran.com/

Web 日韓

http://gojapan.paran.com/index.html

Web/Text 日英韓

http://www.ocn.ne.jp/translation/

Web/Text 英泰

http://suparsit.com

Text 英葡

http://www.poltran.com/

Web/Text/Mail 英仏独西伊露

http://www.online-translator.com/text.asp?tang=en

Web/Chat/Mail/BBS 日韓

http://www.my-concierge.org/kyushu/

Text 英 日

http://read.jst.go.jp/

Web/Text 英仏独西

http://www.reverso.net/

Text 英露

http://www.rustran.com/
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Sakhr

瀬 戸 内 ・夢 海 道 コ ン シ ェル ジ ェ

Sister Cities International

So-net

SPORTS CHANBARA

sScience.com

SYSTRANBox

Systranet.com

特許庁

TransWalker JC

TransWalker JK

TransWalker JET

VIL Net

金橋訳港世界通

マ ジ カル ゲ ー ト

Al-Misbar

コ ネ ク ト ・イ ン タナ シ ョナル

Tour2Korea

Text 英アラビア

http://mason.gmu.edu/‐aross2/sakhr.htm

Chat/Mail/BBS 日韓

http://www.my-concierge.org/shikoku/syodoshima/

Text 英仏独西伊葡日

http://www.sister-cities.org/sci/resources/translation

Web/Text 英日

http://www.so-net.ne.jp/translation/

Web 英仏独西伊葡中日韓露泰

http://www.internationalsportschanbara.net/entry.html

Text 英日

http://www.sscience.com/index _J.htm

Web/Text 英仏独西伊葡中日韓露

http://trans.voila.fr/

Web/TexUFile 英仏独西伊葡希

http://www.systranet.com/systran/net

特許公報 英日

http://www.ipol.ncipi.go.jp/homepg_e.ipol

Text 日中

http://www.kodensha.jp/jis/soft/pdamt/index.html

Text 日韓

http://www.kodensha.jp/jis/soft/pdamt/index.html

Text 日英

http://www.kodensha.jp/jis/soft/pdamt/index.html

Web/Text 英日

http://www.vil-net.jp/hon/

Web/Text/Mail 英中日

http://www.netat.net/

Web/Mail 英中日韓葡仏伊西独

http://www.magicalgate.net/ja/index.html

Web/Text 英アラビア

http://www.almisbar.com/salam trans.html

Mail 英日

http://www.connect-i.co.jp/flextran/index.html

Web 日韓

http://japanese.tour2korea.com/12Home/translator.asp?konum=7
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韓 日文化交流

alittera translation service

livedoor Translate

livedoorギ ガ メ ー ラ ー

Worldlingo

Tango Town

NewsWatch

LISA

訳 して ね っ と

Google Language Tools

CJT Survey

Dictionary.com

DreamWiz

Fresh eye

Babelplex

Yahoo!Japan

メ ー ル ピア

Mitaka-the big word

Web/TexdMail 日韓

http://www.kjclub.com/jp/

Text 英仏独伊西葡露

http://www.alittera.com/Auto.asp

Web/Text 英 日中韓

http://translate.livedoor.com/

Mail 英日中韓

http://docs.livedoor.com/personal/

Web/Text/Mail 日中蘭英仏独希伊韓露葡西

http://www.worldlingo.com/ja/products_services/computer_translation.html

Web 日英

携帯電話専用

Text 英日

http://www.newswatch.co.jp/translate/

Text 英独仏蘭希西伊葡中日韓露

http://www.lisa.org/

Web/Text 英日中

http://www.yakushite.net/

Web/Text 英独仏西葡

http://www.google.com/language tools?hl=en

Mail 日英中韓仏伊葡

http://www.cjt-survey.com/contents/mai1-trans.htm

Text 日英韓中仏独蘭希伊葡露

http://dictionary.reference.com/translate/text.html

Web/Text/Search 日韓

http://japan.dreamwiz.com/

Web/Text 日英中

http://www.fresheye.com/

Search 英中蘭仏独希伊日韓葡露

http://www.babelplex.com/

Web/Text 英中日韓

http://honyaku.yahoo.co.jp/

Web変 更情報 英日

http://www.asahi-net.or.jp/service/mail/mailpia/

Web/Text 英仏独伊西葡日

http://www.thebigword.com/MachineTranslation.aspx
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YAMATO英 和

地球の歩き方

GoKorea日 韓 フ レ ン ズ

モ バ イ ルYahoo!

プ ラ ザ ト ウ キ ョ ウ ・ ド ッ ト ・コ ム

e翻 訳 ドッ トネ ッ ト

Yahoo!Babel Fish

宝貝魚

熟考

エキサイ ト韓たび

IBM Translation Server

EnjoyKorea

ImTranslator

Voila

Text 英日

http://ogma.atnifty.com/ogma.htm

Text 英日韓中独葡

http://www.arukikata.co.jp/translation/

Web/Chat 韓日

http://www.gokorea.jp/

Text 日英

http://honyaku.mobile.yahoo.co.jp

Text 日英西伊葡仏露

http://www.plazatokyo.com/translate.php

Search 日中韓英仏伊西独葡

http://ehonyaku.net/

Web/Text 13言 語

http://babelfish.yahoo.com/

Web/Text 13言 語

http://fanyi.cn.yahoo.com/

Web/Text 英 日

http://www.rozetta.jp/index.html

Web/Text 日韓

http://media.excite.co.jp/Travel/world/kantabi/

Web 英日葡仏独中伊韓西

http://www-306.ibm.com/software/pervasive/tech/demos/translation.shtml

Web 日韓

http://www.enjoykorea.jp/translation/translation main.html

Text 英中独蘭仏希伊日韓葡露西

http://freetranslation.paralink.com/

Web/Text 英独蘭仏伊葡露西

http://trans.voila.fr/
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 協会活動報告

(2007年3月 ～2007年5月)

決 算 理 事 会

 2007年3月 (E-mailに て協議)

    ① 平成18年 度活動報告(案)に ついて    ②

    ③ 平成19年 度活動計画(案)に ついて    ④

監 事 会

 2007年4月23日 平成18年 度会計報告

機 械 翻 訳 課 題 調 査 委 員 会

 2007{1三3月 12 日

    ① 前回委員会の議事録の確認        ②

    ③ 各WGの 活動について         ④

    ⑤ 活動内容についての議論          ⑥

 2007年4∫]11日 無料翻訳サイ ト運営会社へのヒア リング

 2007{卜4.月 16日

    ① 前回委員会の議事録の確認        ②

    ③ 活動内容の報告(各WGか ら)      ④

    ⑤ まとめと次回委員会について

AAMT/Japio特 許 翻 訳 研 究 会

 2007年3月15日

    ① 平成18年 度活動報告書の作成について   ②

    ③ 来年度の活動について

 2007年4月20日

    ① 平成18年 度活動報告書関連報告      ②

    ③ 今年度の活動について

 2007{半5.月 25 日

    ① 今年度の活動について          ②

平成18年 度決算報告(案)に ついて

平成19年 度収支 め算(案)に ついて

WG③ の活動内容についての議論

活動内容の報告(各WGか ら)

まとめと次回委員会について

各WGの 活動について

活動内容についての議論

MTサ ミ ッ トで のWS開 催 に つ い て

MTサ ミ ッ トで のWS開 催 につ い て

MTサ ミ ッ トで のWS開 催 に つ い て
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編 集 委 員 会

 2007年3月5日

    ① No.39発 行前の最終確認

    ③ No.41以 降の企画について

② No.40企 画 の決 定

イ ン タ ー ネ ッ トWG

    ① AAMTホ ームページの更新(毎 月)  ②

    ③ 会員専用ページの準備         ④

    ⑤ その他ネットワーク関連のインフラ管理全般

AAMT Forumで の情 報 発 信(月 数 回)

委 員 会 活 動 にお け る メイ リン グ リス トの 管 理
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MT SUMMIT XI

           September 10-14,2007

Copenhagen Business School, Copenhagen, Denmark

European Association for Machine Translation(EAMT)主 催 に よ る第11回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ ト(MT Summit

XI)が2007年9月 、デ ンマ ー ク の コペ ンハ ー ゲ ン に て 開催 され ます 、 MT Summit XIは 、機 械 翻 訳 分 野 の研

究者 、開 発 者 、ユ ー ザ 等 の幅 広 い 関係 者 を対 象 と して い ます 。 主 要 な 学 術 、民 間、 政 府機 関 等 に よる最 新 の研

究発 表 や デ モ が 予 定 され て い ます 。 サ ミッ トの 本 会 議 で は 、研 究 論 文 発 表 、ユ ー ザ レポ ー ト、招 待 講 演 、パ ネ

ル 討論 等 が用 意 され てお ります 。 更 に 、本 会 議 前 後 の拡 張 プ ロ グ ラム と して 、 チ ュー ト リアル 、 ワー クシ ョ ッ

プ 、デ モ セ ッシ ョン等 が 予 定 され て い ます 。 この よ うに機 械 翻 訳 に か か わ る 幅広 い層 の 参 加者 が 一 堂 に 会す る

こ とに よ り、言 語 障壁 や デ ジ タルデ ィバ イ ドを克 服 す るた めの 議 論 が活 発 に行 われ る もの と期 待 してお ります 。

チ ュ ー ト リア ル(200719110)

Morning session 900 AM-1230 PM/Afternoon session 1400 AM-1730 PM

・

・

・

・

・

・

T1(full day)"Statistical MT"by Kevin Knight(University of Southern California, USA)and Philipp

Koehn(University of Edinburgh, UK)

T2(full day)"EBMT for cross lingual IR"by Cristina Vertan(University of Hamburg, Germany)

T3(morning)"Context based evaluation of MT systems Principles and Tools"by Maghi King, Andrei

Popescu-Belis and Paula Estrella,(ISSCO, University of Geneva, Switzerland)

T4 September 10(afternoon)"Using free online MT in multilingual websites"by Federico Gaspari

and Harold Somers(University of Manchester, Ulf

T5 September 10 afternoon)"Workflow and business information management"by Adriane Rinsche

(Language Technology Centre, Ltd, UK)

T6(morning)"How to Successfully Integrate MT Tutorial"by Jen Doyon(MITRE, USED and Laurie

Gerber(Language Weaver, USA)

ワ ー ク シ ョ ッ プ(200719111)

Morning session 900 AM-1230 PM/Afternoon session 1400 AM-1730 PM

・ W1"On patent translation"by Jun'ichi Tsujii,(University of Tokyo, Japan, Manchester University,

   UK)and Shoichi Yokoyama,(Yamagata University, Japan)

・ W2"The Chinese Room Experiment The Self-Organizing Feng Shui of MT"by John S. White

   (SYSTRAN Software, USA)

・ W3"Using Corpora in Natural Language Generation and Machine Translation(UCNLG+MT)"by

   Anja Belz(University of Brighton, UK)and Sebastian Varges(Dipartilnento di Informatica e

   Telecomunicazioni, Italy)

本 会 議(200719!12～14)

● 口頭 発 表 ・ポ ス タ ー 発 表 ・デ モ 展 示 な ど

 MT Summit XIへ の 皆 さ ま の ご 参 加 を お 待 ち して お り ま す 。 プ ロ グ ラ ム の 詳 細 や 参 加 申 込 み 等 に 関 し て は 、

公 式 ウ ェ ブ ペ ー ジ を ご 参 照 くだ さい 。http:〃mtsummitcph.ku.dk
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MT Summit XI Workshop on Patent Translation

                              September 11,2007

Workshop Theme

Patent documents are one of the major application areas of machine translation. The workshop aims to

foster research and development of the technology for patent translation by providing a forum in which

researchers and practitioners can exchange their ideas, approaches, perspectives, and experiences from

their work in progress.

Double submission of papers to both the workshop and the main conference will also be welcomed.

The workshop will consist of 1-3 invited talk(s), presentation of submitted papers, and one panel

discussion.

Areas of Interest

Topics of interests include, but are not limited to:Analysis and classification fc)r patent documents, MT

and translation aids for patent documents, Contrastive studies for multilingual patent documents,

Language resources for patent translation, Information extraction from patent documents, Evaluation

techniques for patent translation, Multilingual patent classification and retrieval.

Submission of papers

The workshop invites original submissions in any of the topics mentioned. Any types of papers, including

research papers, survey papers and reports on user's experiences, are welcomed. Submissions should be

A4, single-column format and not be longer than 3,500 words including figures, tables and references.

Authors are requested to keep their papers anonymous and submit separate cover pages with the

following information paper title, author's names), affiliation(s), address(es), and e-mail addresses),

100--200word summary, some keywords for classifying the submission.

Electronic submissions in PDF format are strongly preferred. The two electronic files should be attached

to an email and sent to the following address:shimohata245@oki.com

Important Dates

Paper submission deadline 15June 2007

Notification of acceptance 30 June 2007

Camera ready submission deadline 20 July 2007

※ 本 ワー ク シ ョップ は 、AAMTIJapio特 許 翻 訳 研 究 会 の メ ンバ ー が 中心 とな っ て開 催 され ます 。
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一
AAMTジ ャー ナ ル編 集 委 員 会 委 員 長

筑波 大学 大学 院 シ ステ ム情 報L学 研 ラビ科

       知 能 機 能 シ ステ ム 星、!〔攻

           '」畠:言 iヒ【「'㌔    正に丁  二

AAMTジ ャ ー ナ ル40号 をお 送 り します 。

 こ こ数 年 、 自然 言 語 処 理 分野 に お き ま して は 、機 械 翻 訳 に 関連 す る研 究 活 動 が 活 発 に な っ て きて お り、大型 の研

究 プ ロ ジ ェ ク ト等 もい くつ か 行 わ れ る とい う状 況 に な って い ます 。 そ の よ う な動 きを と らえ よ う と、今 り・で は 、い

くつ か の プ ロ ジ ェ ク トの 紹 介 や 関 連 技 術 報 告 、 イベ ン ト報 告 な どが掲 載 され て い ます 。 また 、 イ ン ター ネ ッ トワー

キ ン グ グ ルー プか ら は、 イ ン タ ー ネ ッ ト上の 機 械 翻 訳 サ ー ビス リス トに 関す る調 査 報 告 を掲 載 して い ます 、,

 一 方 、AAMTが 関 係 す る機 械 翻 訳 関 係 の イベ ン トと して 、本 年9月 に デ ンマ ー ク の コ ペ ンハ ー ゲ ンに お き ま して 、

第ll回 機 械 翻 訳 サ ミ ッ トが 開 催 され 、 また併 設 ワー ク シ ョッ プ と して 、 AAMTIJapio特 許 翻 訳研 究 会 の メ ンバ ー が

中心 と な って 、特 許 翻 訳 ワ ー ク シ ョ ップ も開催 さ れ ます 。 委 員 の皆 様 方 の多 数 の ご参 加 を お待 ち して お り ます。

 ま た、前 号 の編 集 後 記 に お き ま して 、新 企 両 の 芽 と して 、翻訳 サ ー ビス提 供 側 の 会 員 と翻 訳 サ ー ビ スP受 側 の 会

員が もっ と相 互 に知 り合 う こ とを 目指 して 、会 員 の皆 様 に 、 自 己紹 介 ・機 械 翻 訳 お よ び翻 訳 業 界 に期 待 す る こ と ・

AAMTへ の ご 要望 等 を ご 自由 に執 筆 頂 い た 「AAMT個 人 ・法 人会 員 特 集(仮 題)」 な る もの を企 画致 し ま して 、 会

員 の 皆 様 方 に ご寄 稿 の お願 い を させ て頂 き ま した 。 しか し、残 念 なが ら、現 在 まで の と こ ろで は 、特 集 り・を 発行 す

る に足 る ご寄 稿 を 集 め る こ とが で きず 、苦 戦 して お ります 。引 き続 き、会 員 の 皆 様 方か らの ご寄 稿 を お待 ち してお

ります の で 、 ご寄 稿 の ほ どを お願 い致 し ます 。
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